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2026年3月　よなご市議会だより【84号】3

12月2日から12月23日までの22日間会 期

12月4日、5日、9日及び10日の4日間
市政一般に対する各個質問

1月19日会 期

議案39件、諮問１件、報告4件、請願1件及び陳情4件の合計49件
※審議結果については、16ページから21ページまでの一覧表のとおりです。

審議された議案等

議案5件
※審議結果については、16ページ、18ページ及び19ページの一覧表のとおりです。

審議された議案

令和7年12月定例会の概要令和7年12月定例会の概要

令和8年1月臨時会の概要令和8年1月臨時会の概要

12月定例会では、24人の議員が各個質問を行いました。

「一般質問」とは、議員が市の一般事務について、市長及び
執行機関に対し質問を行うことです。
「一般質問」には以下の方法があります。
●各個質問：議員が個々の立場で質問を行う。
●代表質問：３人以上の議員が所属する会派の代表が行う。
●関連質問：代表質問を行った議員と同じ会派の議員が関

連した質問を行う。

紙面の都合上、質問と答弁を要約しています。
詳細は市議会ホームページのインターネット
録画配信、または、会議録をご覧ください。

※会議録は、議会事務局、各公民館、市立図書館で
　ご覧になれます。

本会議の議会中継が変わります本会議の議会中継が変わります

これより、本日の会議を開きます。本日の議事日程は、
配付しております日程書のとおり、行いたいと思います。
これより、本日の会議を開きます。本日の議事日程は、
配付しております日程書のとおり、行いたいと思います。

令和8年3月定例会から試行開始

「きこえない・きこえにくい方」にとって、

手話通訳者の映像を中継画面に表示

音声AIの字幕表示を追加
（インターネット放送のみ）

【議会中継】

より見えやすい議会中継に！

AⅠが作成する字幕

手話通訳者

インターネット放送のイメージ▼

米子市議会
YONAGO CITY ASSEMBLY

インターネット議会中継
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2026年3月　よなご市議会だより【84号】5

各個質問

稲
い な

田
た

　清
きよし

 議員
（蒼

そ う

生
せ い

会
か い

）

特
別
教
室
及
び
体
育
館
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て

■
議
員
　
９
月
定
例
会
か
ら
、
ど
の

よ
う
な
検
討
が
な
さ
れ
た
の
か
伺
う
。

■
市
長
　
特
別
教
室
に
つ
い
て
、
エ

ア
コ
ン
整
備
に
係
る
概
算
費
用
の
算

出
や
活
用
可
能
な
財
源
の
検
討
と
と

も
に
、
学
校
へ
の
使
用
状
況
調
査
を

行
い
、
優
先
的
に
整
備
が
必
要
な
教

室
の
精
査
を
進
め
て
い
る
。
学
校
体

育
館
に
つ
い
て
は
、
断
熱
改
修
を
含

む
エ
ア
コ
ン
整
備
の
概
算
費
用
の
算

出
や
機
器
の
能
力
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

の
比
較
や
試
算
な
ど
を
行
い
な
が
ら

検
討
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
全
て

の
学
校
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
を
整
備

す
る
に
は
相
当
の
期
間
を
要
す
る
の

で
、
当
面
の
対
応
策
と
し
て
、
速
や

か
に
導
入
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ

ー
に
よ
る
暑
さ
対
策
も
同
時
に
検
討

を
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ

も
整
備
の
た
め
の
財
源
確
保
が
大
き

な
課
題
と
な
り
、
引
き
続
き
国
や
県

に
対
し
て
、
空
調
設
備
整
備
臨
時
特

例
交
付
金
や
緊
急
防
災
・
減
災
事
業

債
な
ど
の
財
源
の
さ
ら
な
る
拡
充
や

継
続
を
要
望
し
な
が
ら
検
討
を
行
う
。

産
後
ケ
ア
対
策
に
つ
い
て

■
議
員
　
予
約
に
つ
い
て
、
一
部
は

争
奪
戦
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
と
聞

い
て
い
る
が
、
そ
の
状
況
を
伺
う
。

■
こ
ど
も
総
本
部
長
　
一
部
の
施
設

に
お
い
て
は
、
予
約
が
取
れ
な
い
状

況
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

■
議
員
　
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
施
設
を
増
や
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

■
こ
ど
も
総
本
部
長
　
現
時
点
で
は

利
用
希
望
者
が
特
定
の
施
設
に
こ
だ

わ
ら
な
け
れ
ば
、
他
の
施
設
で
対
応

が
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
た

だ
し
、
利
用
者
は
年
々
増
加
傾
向
で

あ
る
。
西
部
地
区
の
市
町
村
も
同
じ

施
設
を
利
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
鳥

取
県
が
委
託
し
て
い
る
一
般
社
団
法

人
鳥
取
県
助
産
師
会
の
産
後
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
必
要
に
応
じ
て
施
設
の
拡
充
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
議
員
　
令
和
６
年
度
と
令
和
７
年

度
で
比
べ
る
と
１
・
５
倍
の
利
用
数

増
と
な
っ
て
い
る
。
事
前
対
応
と
し

て
施
設
数
を
増
や
す
こ
と
に
注
力
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

矢
や

田
た

貝
が い

香
か

織
お り

 議員
（公明党議員団）

情
報
保
障
の
推
進
に
つ
い
て

■
議
員
　
今
年
６
月
の
手
話
施
策
推

進
法
の
成
立
を
受
け
、
き
こ
え
な
い
・

き
こ
え
に
く
い
人
へ
の
情
報
保
障
の

取
組
を
一
層
推
進
し
て
い
く
こ
と
へ

の
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

■
市
長
　
情
報
保
障
の
取
組
の
一
層

の
推
進
が
必
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
日
本
で

初
め
て
開
催
さ
れ
た
こ
と
で
、
市
民

意
識
も
高
ま
っ
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。
本
市
手
話
言
語
条
例
や
推
進
法

の
理
念
の
実
現
に
向
け
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
捉
え
て
啓
発
に
努
め
る
。

■
議
員
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

円
滑
化
へ
、
意
思
疎
通
支
援
事
業
に

つ
い
て
課
題
認
識
と
対
応
策
に
つ
い

て
伺
う
。

■
福
祉
保
健
部
長
　
鳥
取
県
聴
覚
障

害
者
協
会
に
委
託
し
、
手
話
通
訳
者

や
要
約
筆
記
者
を
派
遣
し
て
い
る
。

県
と
市
の
派
遣
対
象
が
分
か
り
に
く

い
こ
と
が
課
題
で
あ
り
、
よ
り
使
い

や
す
い
制
度
と
な
る
よ
う
関
係
機
関

で
協
議
を
進
め
て
い
る
。

避
難
所
開
設
に
つ
い
て

■
議
員
　
本
市
は
避
難
所
開
設
を
行

政
職
員
が
行
う
と
し
て
い
る
が
、
地

域
住
民
と
協
力
す
る
必
要
性
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

■
防
災
安
全
監
　
避
難
所
の
開
設
は

原
則
的
に
市
職
員
が
行
う
が
、
開
設

以
降
の
運
営
に
お
け
る
地
域
住
民
の

協
力
は
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
引

き
続
き
、
自
主
防
災
組
織
等
と
の
連

携
、
地
域
へ
の
防
災
啓
発
活
動
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

■
議
員
　
第
一
線
の
フ
ロ
ン
ト
で
市

職
員
が
避
難
者
を
受
け
入
れ
る
と
同

時
に
、
避
難
所
と
し
て
の
体
制
が
と

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市
職
員

や
地
域
の
防
災
関
係
者
等
と
で
「
避

難
所
運
営
委
員
会
」
を
設
置
し
、
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
な
く
、
開
設
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
は
い
か
が
か

と
考
え
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

〇
「
え
し
こ
に
」
に
つ
い
て

一
般
財
団
法
人
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
策
定
マ
ー
ク

手話マーク

筆談マーク
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各個質問

森
も り

谷
た に

　司
つかさ

 議員
（新ファミリア）

学
校
給
食
無
償
化
に
つ
い
て

■
議
員
　
本
市
の
児
童
生
徒
の
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
の
実
態
に
つ
い
て
伺
う
。

■
教
育
委
員
会
事
務
局
長
　
10
年
間

で
６
６
４
人
が
８
７
０
人
と
な
り
、

２
０
６
人
増
加
し
て
い
る
。

■
議
員
　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
中
で

も
パ
ン
な
ど
の
給
食
の
日
の
対
応
と

日
数
に
つ
い
て
伺
う
。

■
教
育
委
員
会
事
務
局
長
　
週
１
回

金
曜
日
に
主
食
と
し
て
パ
ン
を
提
供

し
て
い
る
。
ア
レ
ル
ギ
ー
の
児
童
生

徒
に
は
、
パ
ン
に
代
わ
る
主
食
を
持

参
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

■
議
員
　
有
機
農
産
物
を
使
っ
た
学

校
給
食
は
、
全
国
で
何
か
所
実
施
さ

れ
て
い
る
の
か
。

■
教
育
委
員
会
事
務
局
長
　
市
町
村

数
は
２
７
８
で
あ
る
。

■
議
員
　
農
林
水
産
省
の
み
ど
り
の

食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
は
、
ネ
オ
ニ
コ

チ
ノ
イ
ド
系
の
殺
虫
剤
に
代
わ
る
新

規
農
薬
の
開
発
に
よ
っ
て
、
化
学
肥

料
の
使
用
量
の
50
％
低
減
目
標
を
掲

げ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾

患
の
対
策
か
ら
も
、
小
麦
粉
に
代
わ

る
食
材
と
し
て
米
粉
を
使
用
し
た
り
、

グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
の
キ
ャ
ッ
サ
バ
粉

も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
有

機
給
食
に
す
る
場
合
の
課
題
を
伺
う
。

■
教
育
委
員
会
事
務
局
長
　
有
機
農

産
物
を
利
用
す
る
こ
と
で
給
食
費
が

上
が
り
、
負
担
が
重
く
な
る
。
ま
た
、

安
定
的
に
大
量
の
食
材
を
調
達
す
る

こ
と
が
困
難
と
な
る
。

■
議
員
　
有
機
給
食
を
実
施
し
て
い

る
千
葉
県
い
す
み
市
の
前
市
長
の
言

葉
に
、
「
学
校
給
食
に
使
う
有
機
米

は
、
市
が
価
格
保
障
し
て
購
入
。
農

家
も
生
活
が
保
障
さ
れ
希
望
を
持
っ

て
米
づ
く
り
が
で
き
る
。
地
産
地
消

や
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
も
つ
な
が

る
」
と
あ
る
。
ま
た
、
市
長
の
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
で
協
議
会
を
設
立
し
、
５

年
後
に
は
50
ト
ン
の
有
機
米
を
生
産

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
耕
作
放
棄
地

問
題
の
解
決
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
有
機
給
食
に
取
り
組
む
施

策
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

■
教
育
長
　
有
機
農
産
物
の
利
点
に

一
定
の
評
価
が
あ
る
と
認
識
を
し
て

い
る
が
、
高
額
と
な
り
、
給
食
費
の

負
担
が
重
く
な
る
。
ま
た
、
毎
日
１

万
３
０
０
０
食
も
の
食
材
を
安
定
的

に
調
達
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

森
も り

田
た

 悟
さ と

史
し

 議員
（無所属）

米
子
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
利
便

性
向
上
に
つ
い
て

■
議
員
　
現
行
の
米
子
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
つ
い
て
、
課
題
と
改
善
の
必

要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

■
総
務
部
長
　
平
成
23
年
の
構
築
時

と
比
較
す
る
と
、
ペ
ー
ジ
数
や
情
報

量
が
増
え
、
動
線
も
複
雑
化
し
、
市

民
の
情
報
行
動
も
変
化
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
よ
り
効
率
的
か
つ
確
実
に

情
報
を
届
け
る
た
め
に
は
、
機
能
や

デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
改
善
を
図
る
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

■
議
員
　
見
や
す
さ
と
利
便
性
を
両

立
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
伺
う
。

■
市
長
　
本
市
の
魅
力
を
発
信
し
つ

つ
、
必
要
な
情
報
を
効
率
的
か
つ
確

実
に
届
け
る
た
め
、
今
の
時
代
に
合

っ
た
デ
ザ
イ
ン
や
機
能
を
備
え
て
、

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
こ
と
は
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
際
に
、
小
修

繕
で
は
な
く
、
抜
本
的
に
変
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
含
め
、
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。皆

生
温
泉
の
景
観
形
成
に
つ
い

て■
議
員
　
遊
歩
道
整
備
に
お
け
る
設

計
段
階
で
の
景
観
へ
の
配
慮
に
つ
い

て
伺
う
。

■
文
化
観
光
局
長
　
皆
生
海
岸
の
象

徴
で
あ
る
ト
ン
ボ
ロ
（
砂
州
）
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
波
形
の
通
路
、
白
砂
青

松
の
イ
メ
ー
ジ
を
維
持
す
る
た
め
に

既
存
の
松
を
生
か
し
た
し
つ
ら
え
、

ベ
ン
チ
、
あ
ず
ま
や
、
築
山
等
の
空

間
を
配
置
し
、
景
観
に
配
慮
し
た
舗

装
材
を
使
用
し
、
整
備
を
行
う
設
計

内
容
と
し
て
い
る
。

■
議
員
　
景
観
に
対
す
る
設
計
者
の

意
図
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
を
懸
念
し

て
い
る
が
、
施
工
段
階
で
景
観
配
慮

を
担
保
す
る
た
め
の
体
制
、
担
当
部

署
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
伺
う
。

■
文
化
観
光
局
長
　
設
計
書
の
と
お

り
工
事
を
完
成
さ
せ
る
た
め
、
予
算
、

全
体
的
な
も
の
は
観
光
課
、
工
事
は

都
市
整
備
課
が
監
督
業
務
を
担
当
し

て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

◯
行
政
デ
ー
タ
の
利
活
用
に
つ
い
て

◯
保
育
の
利
用
調
整
に
つ
い
て

稲
い な

田
た

　清
きよし

 議員
（蒼

そ う

生
せ い

会
か い

）

特
別
教
室
及
び
体
育
館
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て

■
議
員
　
９
月
定
例
会
か
ら
、
ど
の

よ
う
な
検
討
が
な
さ
れ
た
の
か
伺
う
。

■
市
長
　
特
別
教
室
に
つ
い
て
、
エ

ア
コ
ン
整
備
に
係
る
概
算
費
用
の
算

出
や
活
用
可
能
な
財
源
の
検
討
と
と

も
に
、
学
校
へ
の
使
用
状
況
調
査
を

行
い
、
優
先
的
に
整
備
が
必
要
な
教

室
の
精
査
を
進
め
て
い
る
。
学
校
体

育
館
に
つ
い
て
は
、
断
熱
改
修
を
含

む
エ
ア
コ
ン
整
備
の
概
算
費
用
の
算

出
や
機
器
の
能
力
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

の
比
較
や
試
算
な
ど
を
行
い
な
が
ら

検
討
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
全
て

の
学
校
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
を
整
備

す
る
に
は
相
当
の
期
間
を
要
す
る
の

で
、
当
面
の
対
応
策
と
し
て
、
速
や

か
に
導
入
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ

ー
に
よ
る
暑
さ
対
策
も
同
時
に
検
討

を
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ

も
整
備
の
た
め
の
財
源
確
保
が
大
き

な
課
題
と
な
り
、
引
き
続
き
国
や
県

に
対
し
て
、
空
調
設
備
整
備
臨
時
特

矢
や

田
た

貝
が い

香
か

織
お り

 議員
（公明党議員団）

情
報
保
障
の
推
進
に
つ
い
て

■
議
員
　
今
年
６
月
の
手
話
施
策
推

進
法
の
成
立
を
受
け
、
き
こ
え
な
い
・

き
こ
え
に
く
い
人
へ
の
情
報
保
障
の

取
組
を
一
層
推
進
し
て
い
く
こ
と
へ

の
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

■
市
長
　
情
報
保
障
の
取
組
の
一
層

の
推
進
が
必
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
日
本
で

初
め
て
開
催
さ
れ
た
こ
と
で
、
市
民

意
識
も
高
ま
っ
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。
本
市
手
話
言
語
条
例
や
推
進
法

の
理
念
の
実
現
に
向
け
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
捉
え
て
啓
発
に
努
め
る
。

■
議
員
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

円
滑
化
へ
、
意
思
疎
通
支
援
事
業
に

つ
い
て
課
題
認
識
と
対
応
策
に
つ
い

て
伺
う
。
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各個質問

門
か ど

脇
わ き

 一
か ず

男
お

 議員
（蒼

そ う

生
せ い

会
か い

）

加
茂
川
の
利
活
用
に
つ
い
て

■
議
員
　
中
海
・
錦
海
か
わ
ま
ち
づ

く
り
計
画
の
中
で
、
遊
覧
船
の
船
着

場
の
新
設
に
伴
う
遊
覧
船
を
活
用
し

た
周
遊
性
の
多
様
化
に
つ
い
て
見
解

を
伺
う
。

■
文
化
観
光
局
長
　
現
在
、
遊
覧
船

の
船
着
場
は
加
茂
川
の
天
神
橋
付
近

に
所
在
し
て
い
る
が
、
新
た
に
加
茂

川
河
口
付
近
に
船
着
場
を
設
置
す
る

こ
と
で
、
遊
覧
船
利
用
者
の
利
便
性

向
上
が
図
ら
れ
る
。
利
用
者
の
周
遊

性
を
高
め
る
活
用
に
つ
い
て
も
、
事

業
者
に
意
見
を
伺
い
た
い
。

■
議
員
　
近
年
、
中
海
の
潮
位
が
上

昇
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
に
伴
い

加
茂
川
の
水
位
も
上
昇
し
、
そ
の
影

響
で
遊
覧
船
が
加
茂
川
に
架
か
っ
て

い
る
橋
を
く
ぐ
れ
ず
、
運
航
が
中
止

に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
そ
く
聞
す
る

が
、
そ
の
頻
度
を
伺
う
。

■
文
化
観
光
局
長
　
本
年
７
月
か
ら

８
月
ま
で
の
期
間
は
加
茂
川
の
水
位

が
高
く
、
運
航
困
難
な
日
は
、
予
約

を
断
っ
た
こ
と
が
多
く
あ
る
と
伺
っ

て
い
る
。

■
議
員
　
こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た

め
に
も
、
遊
覧
船
の
係
留
場
所
を
河

口
付
近
に
変
更
し
て
は
ど
う
か
。

■
文
化
観
光
局
長
　
ま
ず
は
、
事
業

者
の
意
向
を
確
認
し
た
上
で
、
河
川

管
理
者
等
と
の
協
議
に
よ
り
、
実
現

の
可
能
性
な
ど
の
整
理
を
行
い
、
必

要
に
応
じ
て
検
討
す
る
。

■
議
員
　
今
後
の
遊
覧
船
の
運
航
の

在
り
方
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

■
文
化
観
光
局
長
　
遊
覧
船
は
本
市

の
城
下
町
観
光
の
大
切
な
コ
ン
テ
ン

ツ
で
あ
る
。
中
海
・
錦
海
か
わ
ま
ち

づ
く
り
計
画
推
進
事
業
で
整
備
す
る

芝
生
広
場
や
城
下
町
の
観
光
資
源
と

連
携
す
る
こ
と
で
、
城
下
町
エ
リ
ア

を
中
心
と
し
た
観
光
振
興
が
図
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
遊
覧
船
の
運

航
に
つ
い
て
、
事
業
者
の
意
向
を
確

認
す
る
。

■
議
員
　
今
後
の
遊
覧
船
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
本
市
が
中
心
と
な
っ
て

さ
ら
な
る
支
援
を
し
て
い
く
べ
き
も

の
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

■
市
長
　
こ
れ
ま
で
乗
降
場
の
整
備

な
ど
の
ハ
ー
ド
面
の
支
援
、
情
報
発

信
に
よ
る
誘
客
促
進
な
ど
の
ソ
フ
ト

面
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
。
引
き
続

き
必
要
な
施
策
を
講
じ
る
。

伊
い

藤
と う

ひろえ 議員
（信

し ん

風
ぷ う

）

孤
独
・
孤
立
対
策
に
つ
い
て

■
議
員
　
孤
独
・
孤
立
は
、
既
存
の

縦
割
り
行
政
で
は
対
応
が
困
難
だ
と

考
え
る
。
制
度
の
は
ざ
ま
を
解
消
し
、

複
雑
な
課
題
を
抱
え
る
市
民
を
確
実

に
支
援
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
プ
ッ

シ
ュ
型
支
援
を
強
化
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

■
福
祉
保
健
部
長
　
令
和
６
年
度
か

ら
中
学
校
区
ご
と
に
、
多
職
種
に
よ

る
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
、
多
様
な
主

体
の
協
力
を
得
な
が
ら
相
談
支
援
を

行
い
、
対
応
に
努
め
て
い
る
。

■
議
員
　
孤
立
対
策
は
、
居
場
所
と

社
会
参
加
を
促
す
役
割
の
創
出
が
必

要
だ
と
考
え
る
。
子
ど
も
食
堂
等
の

多
世
代
交
流
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

の
機
会
と
し
て
位
置
づ
け
、
運
営
費

を
補
助
す
る
考
え
は
な
い
の
か
伺
う
。

■
福
祉
保
健
部
長
　
地
域
の
子
ど
も

食
堂
や
高
齢
者
の
集
い
の
場
は
、
多

世
代
交
流
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
を

通
じ
て
、
高
齢
者
が
居
場
所
と
役
割

を
感
じ
ら
れ
る
場
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
令
和
７
年
度
か
ら
子
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
の
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
、
公
民
館
等
で
学
習
支
援
や
体

験
活
動
な
ど
を
実
施
す
る
団
体
に
学

習
支
援
費
や
食
材
費
等
の
補
助
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

居
住
支
援
に
つ
い
て

■
議
員
　
米
子
市
の
住
宅
ス
ト
ッ
ク

の
形
成
に
つ
い
て
現
状
を
伺
う
。

■
都
市
整
備
部
長
　
耐
震
改
修
等
に

関
す
る
補
助
事
業
、
空
き
家
・
空
き

地
バ
ン
ク
の
運
営
や
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
計
画
認
定
制
度
の
導
入
な
ど
を
行

っ
て
い
る
。
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
住
ま
い
の
確
保
の
推
進
の
た
め
、

米
子
市
居
住
支
援
協
議
会
の
設
立
や

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
住
宅
に
対
す
る

家
賃
・
家
賃
債
務
保
証
低
廉
化
事
業

の
ほ
か
、
市
営
住
宅
の
適
切
な
ス
ト

ッ
ク
管
理
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

■
議
員
　
単
身
世
帯
が
現
在
４
割
程

度
占
め
る
中
、
市
営
住
宅
は
世
帯
用

が
多
い
。
ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消
の
た
め
、

単
身
世
帯
用
住
宅
を
増
や
す
考
え
は

な
い
の
か
伺
う
。

■
都
市
整
備
部
長
　
世
帯
向
け
住
戸

の
中
で
面
積
要
件
等
の
規
定
に
合
致

す
る
住
戸
が
あ
れ
ば
、
単
身
向
け
に

指
定
し
て
い
き
た
い
。
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各個質問

戸
と

田
だ

 隆
りゅう

次
じ

 議員
（自

じ

由
ゆ う

創
そ う

政
せ い

）

上
下
水
道
管
路
に
つ
い
て

■
議
員
　
八
潮
市
の
道
路
陥
没
事
故

が
あ
っ
た
た
め
、
国
の
要
請
に
よ
り

下
水
道
の
管
路
に
つ
い
て
調
査
（
潜

行
目
視
調
査
・
打
音
調
査
）
を
し
た

が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

■
上
下
水
道
局
長
　
全
国
特
別
重
点

調
査
を
実
施
し
、
調
査
対
象
の
管
路

の
延
長
は
２
・
14
キ
ロ
㍍
で
あ
り
、

緊
急
度
Ⅰ
（
１
年
以
内
に
修
繕
対
応
）

が
０
・
39
キ
ロ
㍍
、
緊
急
度
Ⅱ
（
５

年
以
内
の
修
繕
対
応
）
が
１
・
66
キ

ロ
㍍
、
軽
度
劣
化
は
０
・
09
キ
ロ
㍍

で
あ
っ
た
。

■
議
員
　
上
下
水
道
の
イ
ン
フ
ラ
設

備
に
つ
い
て
は
、
55
年
を
経
過
し
た

内
容
も
あ
り
、
本
市
の
状
況
は
大
丈

夫
な
の
か
と
不
安
視
す
る
声
も
あ
る
。

住
民
の
安
心
・
安
全
確
保
の
観
点
か

ら
予
防
保
全
を
踏
ま
え
、
管
理
体
制

の
拡
充
及
び
修
繕
体
制
の
強
化
が
求

め
ら
れ
る
。
今
後
、
修
繕
計
画
を
策

定
さ
れ
、
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

■
市
長
　
上
下
水
道
の
修
繕
予
算
に

つ
い
て
は
、
令
和
８
年
度
当
初
予
算

措
置
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
き

た
い
。
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
国
で

個
別
補
助
制
度
の
創
設
や
重
点
配
分

が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
つ

い
て
最
大
限
活
用
し
た
い
。

淀
江
ゆ
め
温
泉
に
つ
い
て

■
議
員
　
淀
江
ゆ
め
温
泉
は
、
レ
ジ

オ
ネ
ラ
菌
が
発
生
し
、
休
館
し
た
事

例
が
あ
り
、
市
民
の
方
々
に
安
心
で

安
全
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
今
後
の
運
営

に
つ
い
て
は
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
・

英
知
を
結
集
し
た
管
理
体
制
に
シ
フ

ト
し
、
民
営
化
す
べ
き
と
思
料
す
る
。

■
市
長
　
淀
江
ゆ
め
温
泉
に
つ
い
て

は
、
地
域
で
長
ら
く
愛
さ
れ
て
き
た

施
設
で
あ
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
や
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
観
点
か
ら

も
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た

民
業
と
し
て
経
営
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
持
続
的
な
地
域
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
ど

の
よ
う
な
形
で
民
営
化
を
果
た
し
て

い
く
の
か
、
適
切
に
検
討
を
行
い
、

完
全
民
営
化
の
実
現
を
目
指
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

○
尾
高
城
跡
に
つ
い
て

𠮷𠮷
よ し

岡
お か

 古
こ

都
と

 議員
（よなご・未来）

指
定
管
理
者
制
度
に
お
け
る
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
担
保
に
つ

い
て

■
議
員
　
淀
江
ゆ
め
温
泉
で
レ
ジ
オ

ネ
ラ
菌
の
繁
殖
の
場
所
と
な
っ
た
配

管
の
清
掃
業
務
が
再
々
委
託
の
状
態

の
上
、
市
に
そ
の
報
告
も
な
か
っ
た

こ
と
を
受
け
、
再
々
委
託
の
禁
止
、

ま
た
は
報
告
義
務
の
徹
底
を
基
本
協

定
に
明
文
化
す
る
考
え
は
な
い
か
伺

う
。

■
総
務
部
長
　
指
定
管
理
者
の
再
委

託
は
、
協
定
書
に
明
記
さ
れ
て
い
る

管
理
業
務
の
範
囲
を
逸
脱
し
な
い
旨
、

市
と
の
協
議
が
必
要
な
事
項
を
規
定

し
て
い
る
。
再
々
委
託
の
禁
止
や
事

前
報
告
の
承
認
は
基
本
協
定
に
明
文

化
し
て
い
な
い
が
、
指
定
管
理
者
が

市
に
報
告
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と

で
あ
る
。
指
定
管
理
制
度
の
事
務
の

手
引
に
定
め
る
既
存
の
チ
ェ
ッ
ク
体

制
の
仕
組
み
を
厳
格
に
運
用
し
管
理

体
制
の
把
握
を
徹
底
す
る
。

■
議
員
　
本
定
例
会
で
議
案
と
な
っ

て
い
る
指
定
管
理
者
選
定
の
半
数
が

非
公
募
と
な
っ
て
い
る
。
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
担
保
と
い
う
観
点
か
ら
、

真
に
非
公
募
が
妥
当
と
言
え
る
例
外

を
限
定
し
て
い
く
方
向
性
を
検
討
す

る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

■
総
務
部
長
　
公
募
を
原
則
と
し
、

個
別
の
案
件
に
応
じ
て
判
断
す
る
こ

と
が
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
担
保
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
の
で
、
一
律
に

例
外
を
限
定
す
る
考
え
は
な
い
。

市
内
事
業
所
に
お
け
る
虐
待
認

定
に
つ
い
て

■
議
員
　
障
が
い
者
支
援
事
業
所
に

お
い
て
利
用
者
に
対
す
る
虐
待
が
認

定
さ
れ
た
が
、
市
民
へ
の
情
報
提
供

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
か
伺
う
。

■
福
祉
保
健
部
長
　
市
民
へ
情
報
提

供
し
て
い
な
い
が
、
法
に
基
づ
き
県

と
連
携
し
て
適
切
に
対
応
し
て
い
る
。

■
議
員
　
市
民
が
事
業
所
を
選
ぶ
上

で
必
要
な
情
報
で
あ
り
、
公
表
を
前

提
と
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。
ま
た
、

あ
ら
ゆ
る
官
民
連
携
や
公
共
調
達
に

お
い
て
、
契
約
事
項
に
人
権
尊
重
条

項
を
盛
り
込
む
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

■
人
権
政
策
監
　
契
約
へ
の
盛
込
み

は
慎
重
に
対
応
す
べ
き
こ
と
で
あ
る

が
、
人
権
尊
重
の
ま
ち
米
子
市
を
つ

く
る
条
例
に
沿
っ
て
、
事
業
者
の
人

権
意
識
を
高
め
、
人
権
尊
重
社
会
の

実
現
を
図
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

門
か ど

脇
わ き

 一
か ず

男
お

 議員
（蒼

そ う

生
せ い

会
か い

）

加
茂
川
の
利
活
用
に
つ
い
て

■
議
員
　
中
海
・
錦
海
か
わ
ま
ち
づ

く
り
計
画
の
中
で
、
遊
覧
船
の
船
着

場
の
新
設
に
伴
う
遊
覧
船
を
活
用
し

た
周
遊
性
の
多
様
化
に
つ
い
て
見
解

を
伺
う
。

■
文
化
観
光
局
長
　
現
在
、
遊
覧
船

の
船
着
場
は
加
茂
川
の
天
神
橋
付
近

に
所
在
し
て
い
る
が
、
新
た
に
加
茂

川
河
口
付
近
に
船
着
場
を
設
置
す
る

こ
と
で
、
遊
覧
船
利
用
者
の
利
便
性

向
上
が
図
ら
れ
る
。
利
用
者
の
周
遊

性
を
高
め
る
活
用
に
つ
い
て
も
、
事

業
者
に
意
見
を
伺
い
た
い
。

■
議
員
　
近
年
、
中
海
の
潮
位
が
上

昇
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
に
伴
い

加
茂
川
の
水
位
も
上
昇
し
、
そ
の
影

響
で
遊
覧
船
が
加
茂
川
に
架
か
っ
て

い
る
橋
を
く
ぐ
れ
ず
、
運
航
が
中
止

に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
そ
く
聞
す
る

が
、
そ
の
頻
度
を
伺
う
。

■
文
化
観
光
局
長
　
本
年
７
月
か
ら

８
月
ま
で
の
期
間
は
加
茂
川
の
水
位

伊
い

藤
と う

ひろえ 議員
（信

し ん

風
ぷ う

）

孤
独
・
孤
立
対
策
に
つ
い
て

■
議
員
　
孤
独
・
孤
立
は
、
既
存
の

縦
割
り
行
政
で
は
対
応
が
困
難
だ
と

考
え
る
。
制
度
の
は
ざ
ま
を
解
消
し
、

複
雑
な
課
題
を
抱
え
る
市
民
を
確
実

に
支
援
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
プ
ッ

シ
ュ
型
支
援
を
強
化
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

■
福
祉
保
健
部
長
　
令
和
６
年
度
か

ら
中
学
校
区
ご
と
に
、
多
職
種
に
よ

る
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
、
多
様
な
主

体
の
協
力
を
得
な
が
ら
相
談
支
援
を

行
い
、
対
応
に
努
め
て
い
る
。

■
議
員
　
孤
立
対
策
は
、
居
場
所
と

社
会
参
加
を
促
す
役
割
の
創
出
が
必

要
だ
と
考
え
る
。
子
ど
も
食
堂
等
の

多
世
代
交
流
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

の
機
会
と
し
て
位
置
づ
け
、
運
営
費

を
補
助
す
る
考
え
は
な
い
の
か
伺
う
。

■
福
祉
保
健
部
長
　
地
域
の
子
ど
も

食
堂
や
高
齢
者
の
集
い
の
場
は
、
多

世
代
交
流
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
を

通
じ
て
、
高
齢
者
が
居
場
所
と
役
割
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各個質問

大
お お

下
し た

 哲
て つ

治
じ

 議員
（信

し ん

風
ぷ う

）

竹
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

■
議
員
　
こ
れ
ま
で
竹
は
「
竹
害
」

と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
が
、
使
い
方

に
よ
っ
て
は
資
材
、
教
材
、
ま
ち
づ

く
り
の
ツ
ー
ル
な
ど
の
「
竹
材
」
と

し
て
活
用
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

10
月
に
伯
耆
古
代
の
丘
公
園
に
て
行

わ
れ
た
「
竹
あ
か
り
小
径
」
は
、
住

民
の
方
々
が
竹
灯
籠
の
制
作
か
ら
作

品
の
展
示
・
運
営
ま
で
携
わ
ら
れ
、

ま
さ
に
地
域
一
体
、
み
ん
な
で
作
っ

た
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。
こ
の
事
例

を
モ
デ
ル
と
し
、
他
の
地
域
に
お
い

て
も
竹
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
と

に
ぎ
わ
い
創
出
に
取
り
組
ん
で
は
ど

う
か
。

■
経
済
部
長
　
竹
の
利
活
用
を
図
る

こ
と
は
、
地
域
の
課
題
解
決
と
魅
力

向
上
を
同
時
に
進
め
る
観
点
か
ら
、

有
意
義
な
取
組
と
認
識
し
て
い
る
。

今
回
の
事
例
を
も
と
に
、
地
域
の
皆

様
が
取
り
組
み
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
た
い
。

淀
江
環
状
線
の
設
置
計
画
に
つ

い
て

■
議
員
　
平
成
４
年
に
計
画
決
定
さ

れ
た
淀
江
環
状
線
は
、
交
通
事
情
の

改
善
、
土
地
の
利
活
用
、
に
ぎ
わ
い

創
出
の
観
点
か
ら
淀
江
の
東
の
拠
点

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
30
年
以
上
経
っ
て
も
手
が
付

け
ら
れ
て
い
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
中
で
、
住
民
か
ら
は
早
期
整
備
に

対
す
る
要
望
が
上
が
っ
て
い
る
が
、

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

■
市
長
　
淀
江
環
状
線
を
含
む
都
市

計
画
道
路
は
重
要
で
あ
る
も
の
の
、

整
備
に
は
多
額
の
費
用
が
必
要
と
な

る
。
そ
の
た
め
、
今
後
は
米
子
市
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
と
整

合
を
図
り
な
が
ら
、
事
業
効
果
の
高

い
路
線
か
ら
優
先
的
に
整
備
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

土
ど

光
こ う

　均
ひとし

 議員
（よなご・未来）

中
国
電
力
に
対
す
る
財
源
措
置

に
関
す
る
申
入
れ
に
つ
い
て

■
議
員
　
中
国
電
力
か
ら
の
財
源
措

置
の
概
要
を
伺
う
。 

■
防
災
安
全
監
　
現
在
の
人
件
費
と

し
て
年
間
２
０
０
０
万
円
に
加
え

て
、
核
燃
料
税
相
当
額
と
し
て
新
た

に
４
０
０
０
万
円
が
交
付
さ
れ
る
見

込
み
で
あ
る
。

■
議
員
　
使
途
は
確
定
し
て
い
る
か
。

■
防
災
安
全
監
　
現
時
点
で
具
体
的

な
活
用
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

■
議
員
　
原
子
力
防
災
対
策
基
金
条

例
の
設
置
目
的
を
伺
う
。

■
防
災
安
全
監
　
原
子
力
災
害
対
策

の
実
施
に
要
す
る
経
費
の
一
部
に
充

て
る
た
め
に
設
置
し
た
も
の
で
あ
る
。

■
議
員
　
今
回
の
交
付
金
は
、
ま
ず

基
金
に
積
み
立
て
て
運
用
す
る
こ
と

が
、
適
切
な
扱
い
で
あ
る
と
考
え
る
。

原
子
力
災
害
対
策
指
針
の
屋
内

退
避
の
運
用
に
関
す
る
改
正
に

対
す
る
本
市
の
対
応
に
つ
い
て

■
議
員
　
今
回
の
原
子
力
規
制
庁
の

運
用
案
で
、
屋
内
退
避
に
関
し
て
必

要
に
よ
っ
て
は
一
時
外
出
は
認
め
る

と
言
っ
て
い
る
。
外
出
し
て
ど
こ
に

行
く
の
か
、
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ

は
営
業
し
て
い
る
の
が
前
提
の
よ
う

だ
が
、
見
解
を
伺
う
。

■
防
災
安
全
監
　
そ
う
で
は
な
く
、

国
と
し
て
そ
う
い
う
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
と
い
う
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

■
議
員
　
国
は
、
言
っ
て
い
る
だ
け

で
、
市
は
、
あ
る
意
味
で
責
任
を
持

た
さ
れ
て
い
る
。
事
業
者
に
営
業
の

要
請
を
す
る
な
ど
、
具
体
的
な
計
画

が
必
要
で
は
な
い
か
。

■
防
災
安
全
監
　
国
や
自
治
体
が
そ

れ
ぞ
れ
ど
う
す
る
べ
き
か
を
検
討
す

る
と
国
が
申
し
て
い
る
。
そ
の
動
向

を
確
認
し
な
が
ら
、
市
と
し
て
の
対

応
を
定
め
て
い
き
た
い
。

■
議
員
　
国
は
一
時
外
出
を
認
め
る

が
、
実
務
を
担
う
の
は
本
市
で
あ
る
。

き
ち
ん
と
計
画
を
立
て
、
必
要
な
点

は
国
に
要
請
す
る
。
そ
の
計
画
を
住

民
に
説
明
し
て
、
疑
問
に
答
え
る
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
が
こ
れ
か
ら
必
要

に
な
る
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

■
防
災
安
全
監
　
国
の
動
き
を
注
視

し
、
対
応
を
決
め
て
い
き
た
い
。

■
議
員
　
今
、
島
根
原
発
は
稼
働
し

て
い
る
。
「
検
討
し
て
い
る
」
で
は

駄
目
だ
。
国
は
そ
う
い
っ
た
状
況
で

あ
る
こ
と
を
認
識
す
べ
き
だ
。
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各個質問

安
あ

達
だ ち

 卓
た か

是
し

 議員
（信

し ん

風
ぷ う

）

学
校
不
登
校
生
の
対
応
と
取
組

に
つ
い
て

■
議
員
　
不
登
校
の
発
生
要
因
に
つ

い
て
伺
う
。

■
教
育
長
　
小
中
学
校
と
も
無
気
力
、

不
安
な
ど
本
人
に
係
る
状
況
が
多
い

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
一
つ
で
は

な
く
、
様
々
な
要
因
が
複
雑
に
絡
み

合
う
こ
と
に
加
え
て
、
時
間
が
た
つ

こ
と
で
変
化
し
て
い
く
状
況
も
あ
る
。

本
市
に
お
い
て
は
、
個
別
の
背
景
や

状
況
等
、
実
態
を
把
握
し
た
上
で
様

々
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

■
議
員
　
発
生
期
が
低
学
年
に
多
い

と
聞
く
が
、
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

■
教
育
長
　
小
学
校
低
学
年
で
の
発

生
数
が
増
加
傾
向
で
あ
る
。
こ
の
課

題
に
は
、
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
の
開

催
や
未
就
学
期
の
学
校
と
の
連
携
施

策
を
講
じ
て
き
て
い
る
。

■
議
員
　
不
登
校
生
へ
の
現
状
の
支

援
に
つ
い
て
伺
う
。

■
教
育
長
　
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人

に
寄
り
添
い
、
必
要
な
支
援
を
行
う

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
ぷ
ら
っ
と
ホ
ー

ム
の
運
営
や
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
自

宅
学
習
支
援
を
行
っ
て
き
た
。
認
定

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
利
用
者
へ
費
用

補
助
も
行
い
、
校
内
サ
ポ
ー
ト
教
室

の
設
置
を
年
次
的
に
増
や
し
て
き
た
。

■
議
員
　
発
達
障
が
い
の
児
童
生
徒

に
必
要
な
支
援
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

■
教
育
長
　
発
達
障
が
い
と
は
、
子

ど
も
に
限
ら
ず
、
認
知
や
行
動
、
社

会
性
な
ど
に
発
達
の
特
性
に
由
来
す

る
特
徴
が
あ
り
、
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ

ム
症
、
注
意
欠
如
多
動
症
、
学
習
障

が
い
が
あ
る
。
学
校
や
家
庭
、
関
係

機
関
が
連
携
し
て
相
談
体
制
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

美
保
湾
の
海
岸
浸
食
対
策
に
つ

い
て

■
議
員
　
現
状
の
課
題
と
今
後
の
取

組
や
本
市
の
役
割
に
つ
い
て
伺
う
。

■
都
市
整
備
部
長
　
日
野
川
河
口
か

ら
富
益
地
区
ま
で
が
国
直
轄
区
間
で

あ
り
、
和
田
、
大
篠
津
地
区
は
、
県

管
理
で
あ
る
。
県
管
理
区
間
を
含
め

て
波
浪
等
で
汀
線
の
後
退
や
浜
崖
が

見
ら
れ
る
。
県
は
、
冬
季
波
浪
等
の

著
し
い
浸
食
が
確
認
さ
れ
た
箇
所
は

サ
ン
ド
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
施
し
、
市

は
国
・
県
に
要
望
し
て
い
る
。

奥
お く

岩
い わ

 浩
ひ ろ

基
き

 議員
（蒼

そ う

生
せ い

会
か い

）

ク
マ
対
応
に
つ
い
て

■
議
員
　
熊
の
目
撃
情
報
が
あ
っ
た

が
、
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

■
経
済
部
長
　
対
応
フ
ロ
ー
に
従
い
、

速
や
か
に
庁
内
関
係
課
に
情
報
共
有

す
る
と
と
も
に
、
県
警
、
県
猟
友
会

米
子
地
区
に
も
連
絡
を
行
い
、
目
撃

情
報
の
あ
っ
た
周
辺
公
民
館
に
内
容

を
連
絡
し
、
防
災
無
線
で
注
意
喚
起

を
行
っ
た
。
職
員
が
目
撃
場
所
に
赴

き
、
県
職
員
、
警
察
官
、
県
猟
友
会

米
子
地
区
会
員
と
合
流
し
、
熊
が
い

た
と
言
わ
れ
る
柿
の
木
と
周
辺
調
査
、

目
撃
者
へ
の
聞
き
取
り
を
行
っ
た
が
、

痕
跡
は
確
認
で
き
ず
、
当
面
は
警
察

が
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
こ
と
で
撤
収

し
た
。
ま
た
、
現
場
に
箱
わ
な
を
仕

掛
け
る
場
合
に
備
え
、
所
有
者
か
ら

土
地
利
用
の
了
解
を
得
る
と
と
も
に
、

緊
急
対
応
が
で
き
る
よ
う
体
制
を
整

え
て
待
機
し
た
。

■
議
員
　
米
子
市
鳥
獣
被
害
防
止
計

画
の
対
象
鳥
獣
に
は
熊
の
記
載
が
な

く
、
早
急
に
計
画
を
見
直
し
、
改
定

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

■
経
済
部
長
　
熊
を
記
載
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
県
と
協
議
し
た
い
と
考

え
る
。
な
お
、
熊
に
対
す
る
緊
急
銃

猟
は
、
法
律
に
基
づ
き
現
在
で
も
実

施
で
き
る
が
、
熊
出
没
及
び
緊
急
銃

猟
に
備
え
、
関
係
各
課
、
県
、
警
察
、

県
猟
友
会
米
子
地
区
と
緊
密
に
連
絡

を
取
り
、
速
や
か
に
緊
急
銃
猟
の
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
フ
ロ
ー
な
ど
の
整
備

に
努
め
、
住
民
の
安
心
・
安
全
の
心

的
な
余
裕
に
応
え
た
い
。

米
子
駅
周
辺
地
区
活
性
化
に
つ

い
て

■
議
員
　
駅
前
通
り
に
お
い
て
、
他

の
自
治
体
の
よ
う
に
様
々
な
パ
タ
ー

ン
の
実
証
を
し
て
み
て
は
ど
う
か
と

考
え
る
。
例
え
ば
、
月
に
１
回
や
２

回
、
駅
前
通
り
を
歩
行
者
天
国
に
し

た
り
、
ま
た
、
駅
前
通
り
と
、
駅
前

イ
オ
ン
か
ら
医
大
ま
で
の
通
り
の
２

つ
の
路
線
を
上
り
下
り
の
一
方
通
行

に
す
る
な
ど
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

■
総
合
政
策
部
長
　
駅
周
辺
の
ま
ち

づ
く
り
の
将
来
イ
メ
ー
ジ
構
築
に
向

け
、
市
民
か
ら
意
見
聴
取
、
対
話
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の

取
り
ま
と
め
や
、
実
証
実
験
の
検
証

を
行
っ
た
上
で
、
提
案
内
容
に
つ
い

て
の
必
要
性
を
検
討
し
た
い
。

大
お お

下
し た

 哲
て つ

治
じ

 議員
（信

し ん

風
ぷ う

）

竹
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

■
議
員
　
こ
れ
ま
で
竹
は
「
竹
害
」

と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
が
、
使
い
方

に
よ
っ
て
は
資
材
、
教
材
、
ま
ち
づ

く
り
の
ツ
ー
ル
な
ど
の
「
竹
材
」
と

し
て
活
用
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

10
月
に
伯
耆
古
代
の
丘
公
園
に
て
行

わ
れ
た
「
竹
あ
か
り
小
径
」
は
、
住

民
の
方
々
が
竹
灯
籠
の
制
作
か
ら
作

品
の
展
示
・
運
営
ま
で
携
わ
ら
れ
、

ま
さ
に
地
域
一
体
、
み
ん
な
で
作
っ

た
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。
こ
の
事
例

を
モ
デ
ル
と
し
、
他
の
地
域
に
お
い

て
も
竹
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
と

に
ぎ
わ
い
創
出
に
取
り
組
ん
で
は
ど

う
か
。

■
経
済
部
長
　
竹
の
利
活
用
を
図
る

こ
と
は
、
地
域
の
課
題
解
決
と
魅
力

向
上
を
同
時
に
進
め
る
観
点
か
ら
、

有
意
義
な
取
組
と
認
識
し
て
い
る
。

今
回
の
事
例
を
も
と
に
、
地
域
の
皆

様
が
取
り
組
み
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
た
い
。

土
ど

光
こ う

　均
ひとし

 議員
（よなご・未来）

中
国
電
力
に
対
す
る
財
源
措
置

に
関
す
る
申
入
れ
に
つ
い
て

■
議
員
　
中
国
電
力
か
ら
の
財
源
措

置
の
概
要
を
伺
う
。 

■
防
災
安
全
監
　
現
在
の
人
件
費
と

し
て
年
間
２
０
０
０
万
円
に
加
え

て
、
核
燃
料
税
相
当
額
と
し
て
新
た

に
４
０
０
０
万
円
が
交
付
さ
れ
る
見

込
み
で
あ
る
。

■
議
員
　
使
途
は
確
定
し
て
い
る
か
。

■
防
災
安
全
監
　
現
時
点
で
具
体
的

な
活
用
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

■
議
員
　
原
子
力
防
災
対
策
基
金
条

例
の
設
置
目
的
を
伺
う
。

■
防
災
安
全
監
　
原
子
力
災
害
対
策

の
実
施
に
要
す
る
経
費
の
一
部
に
充

て
る
た
め
に
設
置
し
た
も
の
で
あ
る
。

■
議
員
　
今
回
の
交
付
金
は
、
ま
ず

基
金
に
積
み
立
て
て
運
用
す
る
こ
と

が
、
適
切
な
扱
い
で
あ
る
と
考
え
る
。

原
子
力
災
害
対
策
指
針
の
屋
内

退
避
の
運
用
に
関
す
る
改
正
に

対
す
る
本
市
の
対
応
に
つ
い
て

■
議
員
　
今
回
の
原
子
力
規
制
庁
の
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各個質問

塚
つ か

田
だ

 佳
よ し

充
み つ

 議員
（蒼

そ う

生
せ い

会
か い

）

　

中
学
校
部
活
動
地
域
展
開
に
つ

い
て

■
議
員
　
指
導
者
、
新
た
な
制
度
作

り
、
学
校
施
設
利
用
な
ど
、
様
々
な

課
題
が
あ
る
中
で
、
指
導
者
が
低
報

酬
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
妥

当
性
に
つ
い
て
伺
う
。

■
教
育
長
　
外
部
指
導
者
と
部
活
動

指
導
員
は
、
国
や
県
の
補
助
事
業
を

活
用
し
て
お
り
、
交
付
要
綱
の
上
限

額
と
同
水
準
に
設
定
し
て
い
る
。
県

内
の
他
市
町
村
と
比
較
し
て
も
低
い

水
準
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
が
、

国
や
県
へ
要
望
を
行
う
と
と
も
に
、

先
駆
け
て
地
域
展
開
を
推
進
し
て
い

る
自
治
体
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
今

後
の
報
酬
の
妥
当
性
に
つ
い
て
考
え

て
い
き
た
い
。

■
議
員
　
今
後
の
部
活
動
地
域
展
開

の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

■
教
育
長
　
休
日
の
部
活
動
の
地
域

展
開
は
、
実
施
可
能
な
種
目
や
分
野

か
ら
、
次
期
改
革
期
間
の
最
終
年
度

の
令
和
13
年
度
の
夏
ま
で
に
完
全
実

施
で
き
る
よ
う
制
度
設
計
を
進
め
る
。

次
年
度
か
ら
本
市
独
自
の
公
認
地
域

ク
ラ
ブ
制
度
を
立
ち
上
げ
、
一
部
の

競
技
等
で
地
域
展
開
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
、
現
在
関
係
競

技
団
体
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

■
議
員
　
公
認
地
域
ク
ラ
ブ
制
度
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
伺
う
。

■
教
育
長
　
本
市
が
策
定
し
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
遵
守
や
ス
ポ
ー
ツ
安
全

保
険
へ
の
加
入
、
市
主
催
の
研
修
会

へ
の
参
加
等
、
本
市
が
示
し
て
い
る

認
定
要
件
を
満
た
す
ク
ラ
ブ
を
本
市

が
公
認
地
域
ク
ラ
ブ
と
認
め
、
学
校

部
活
動
の
受
皿
と
し
て
位
置
づ
け
る

も
の
で
あ
る
。

■
議
員
　
地
域
ク
ラ
ブ
へ
の
学
校
施

設
利
用
や
補
助
制
度
に
つ
い
て
伺
う
。

■
教
育
長
　
可
能
な
限
り
家
庭
の
負

担
軽
減
や
新
規
ク
ラ
ブ
の
立
ち
上
げ

に
際
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き

る
の
か
考
え
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

学
校
の
施
設
利
用
に
つ
い
て
も
必
要

な
体
制
づ
く
り
に
向
け
て
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

〇�

公
立
小
中
学
校
プ
ー
ル
授
業
に
つ

い
て

〇�

公
立
小
中
学
校
体
育
館
整
備
に
つ

い
て

〇
米
子
市
地
区
体
育
館
に
つ
い
て

又
ま た

野
の

 史
し

朗
ろ う

 議員
（日本共産党米子市議団）

よ
り
よ
い
職
場
環
境
を
実
現
す

る
た
め
に

■
議
員
　
今
年
度
、
米
子
市
役
所
内

で
職
員
へ
行
っ
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

■
総
務
部
長
　
職
員
約
９
０
０
人
を

対
象
に
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
と
そ
の
他
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
４
９
５
人
か

ら
回
答
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

■
議
員
　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果

や
、
職
員
の
意
見
に
つ
い
て
伺
う
。

■
総
務
部
長
　
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
以
外
の
そ
の
他
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
つ
い
て
は
、
「
相
談
し
た
こ

と
が
あ
る
」
が
約
９
％
、
「
相
談
し

よ
う
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
相
談

し
な
か
っ
た
」
が
約
14
％
で
、
約
８

割
は
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
相
談
経
験

も
な
い
」
と
の
結
果
で
あ
っ
た
。

■
議
員
　
約
70
人
の
職
員
が
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
と
感
じ
た
が
、
相
談
し
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理

由
は
何
だ
っ
た
の
か
伺
う
。

■
総
務
部
長
　
理
由
は
「
相
談
し
て

も
解
決
に
至
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る

た
め
」
が
62
％
あ
っ
た
。

■
議
員
　
約
40
人
が
「
相
談
し
て
も

解
決
に
至
ら
な
い
と
思
っ
た
」
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
本
市
で
も
弁
護
士

や
臨
床
心
理
士
な
ど
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
専
門
家
に
よ
る
外
部
の
相
談
窓

口
を
設
置
し
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
相
談
し
な
か
っ
た

理
由
に
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
処
理

を
、
市
役
所
内
部
の
メ
ン
バ
ー
で
行

っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
と
考
え
る
。

本
市
も
専
門
家
な
ど
の
第
三
者
に
よ

る
対
策
委
員
会
が
必
要
で
は
な
い
か
。

■
総
務
部
長
　
外
部
の
相
談
窓
口
に

つ
い
て
は
、
他
市
を
調
査
研
究
し
な

が
ら
慎
重
に
考
え
る
。
内
部
の
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
苦
情
処
理
委
員
会
の
公
平

性
・
実
効
性
を
高
め
、
第
三
者
委
員

会
の
他
市
の
事
例
も
研
究
し
て
い
く
。

■
議
員
　
今
の
本
市
の
対
応
で
は
、

「
相
談
し
て
も
解
決
し
な
い
」
と
思

い
「
相
談
し
な
か
っ
た
」
と
い
う
状

態
が
続
く
と
考
え
る
。
外
部
の
相
談

窓
口
や
第
三
者
委
員
会
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
条
例
を
作
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

■
総
務
部
長
　
他
市
の
状
況
を
注
視

し
な
が
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

■
議
員
　
条
例
を
作
り
、
職
場
環
境

の
改
善
を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。
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各個質問

松
ま つ

田
だ

 真
し ん

哉
や

 議員
（よなご・未来）

駅
前
通
り
３
車
線
化
の
是
非
に

つ
い
て

■
議
員
　
駅
前
通
り
は
、
１
日
当
た

り
１
万
６
０
０
０
台
を
超
え
る
車
が

通
行
し
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い
基
幹

道
路
と
な
っ
て
い
る
。
た
く
さ
ん
の

飲
食
店
が
立
ち
並
び
、
開
店
前
に
は

食
材
を
搬
入
す
る
車
も
多
く
見
ら
れ

る
。
現
在
の
交
通
量
や
使
用
状
況
を

見
て
、
４
車
線
か
ら
３
車
線
に
車
線

を
減
ら
す
手
法
は
見
直
す
べ
き
だ
。

■
市
長
　
松
田
議
員
は
車
社
会
に
ど

う
対
応
す
る
の
か
と
い
う
視
点
し
か

な
い
。
歩
行
者
に
優
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
上
で
駅
前
通
り
の
３
車

線
化
を
実
証
実
験
か
ら
始
め
て
い
る
。

■
議
員
　
車
線
減
少
を
行
っ
た
他
市

の
例
に
比
べ
、
駅
前
通
り
の
歩
行
者

の
通
行
量
は
少
な
い
。
状
況
が
全
く

異
な
る
。
公
共
交
通
を
充
実
さ
せ
、

駅
前
通
り
を
歩
く
人
が
増
え
て
か
ら
、

車
線
減
少
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
一
度
車
線
を
減
ら
し
て
し
ま
う

と
簡
単
に
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

歩
行
空
間
を
確
保
す
る
の
な
ら
、
高

知
市
の
朝
市
の
よ
う
に
日
曜
日
に
限

定
し
て
歩
行
者
専
用
に
し
て
は
ど
う

か
。
本
市
は
、
が
い
な
祭
で
実
績
も

あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
無
駄
な
工
事
も

不
要
で
、
災
害
時
も
柔
軟
に
対
応
で

き
る
。
こ
の
ま
ま
実
証
実
験
を
進
め
、

３
車
線
化
あ
り
き
で
進
ん
で
し
ま
う

こ
と
を
危
惧
す
る
。
他
の
手
法
を
取

っ
て
歩
行
空
間
を
確
保
す
る
と
い
う

出
口
も
市
長
は
考
え
て
い
る
の
か
。

■
市
長
　
３
車
線
化
あ
り
き
で
は
な

い
が
、
３
車
線
化
を
目
標
に
し
た
実

証
実
験
で
あ
る
。

■
議
員
　
日
々
、
駅
前
通
り
を
利
用

さ
れ
て
い
る
市
民
の
生
活
を
犠
牲
に

せ
ず
、
よ
り
多
く
の
市
民
が
良
い
と

思
え
る
事
業
を
行
う
べ
き
だ
。

徳
と く

田
だ

 博
ひ ろ

文
ふ み

 議員
（公明党議員団）

学
校
図
書
に
つ
い
て

■
議
員
　
学
校
図
書
館
に
納
入
さ
れ

る
書
籍
は
、
汚
れ
や
傷
み
を
抑
え
る

た
め
に
カ
バ
ー
や
表
紙
に
フ
ィ
ル
ム

な
ど
を
貼
る
装
備
を
行
う
。
装
備
に

係
る
コ
ス
ト
は
、
現
在
は
最
低
限
１

冊
当
た
り
20
円
、
税
込
み
で
22
円
必

要
で
あ
る
。
こ
の
装
備
料
金
は
主
に

図
書
の
購
入
予
算
か
ら
の
支
出
と
な

っ
て
い
る
が
、
市
内
全
校
の
年
間
の

購
入
冊
数
を
考
え
る
と
、
実
質
的
に

図
書
購
入
に
使
え
る
予
算
が
削
ら
れ

る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

消
耗
品
費
等
の
別
建
て
で
の
予
算
化

が
望
ま
し
い
が
、
所
見
を
伺
う
。

■
教
育
委
員
会
事
務
局
長
　
図
書
購

入
予
算
を
最
大
限
活
用
し
て
蔵
書
の

量
と
質
の
充
実
を
図
る
た
め
、
各
学

校
へ
の
予
算
配
分
を
行
う
中
で
装
備

費
用
を
消
耗
品
費
と
し
て
別
枠
で
取

り
扱
う
こ
と
を
検
討
し
た
い
。

■
議
員
　
別
建
て
で
の
予
算
化
を
早

急
に
お
願
い
し
た
い
。

米
子
市
居
住
支
援
協
議
会
に
つ

い
て

■
議
員
　
独
り
で
暮
ら
す
高
齢
者
の

住
宅
支
援
に
つ
い
て
、
福
祉
保
健
部

と
連
携
し
て
検
討
し
て
ほ
し
い
。
あ

わ
せ
て
、
身
寄
り
の
な
い
御
遺
体
の

適
切
な
対
応
や
死
亡
時
の
残
置
物
の

整
理
、
事
故
物
件
の
告
知
な
ど
、
大

家
が
不
満
に
思
っ
て
い
る
こ
と
に
対

す
る
情
報
提
供
も
強
化
し
て
ほ
し
い
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
司
法
書
士
会

な
ど
士
業
団
体
の
協
議
会
へ
の
参
画

を
要
望
す
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

■
都
市
整
備
部
長
　
本
協
議
会
は
、

不
動
産
関
係
団
体
、
福
祉
関
係
団
体
、

本
市
で
活
動
す
る
居
住
支
援
法
人
、

そ
の
他
の
住
宅
関
係
団
体
、
本
市
の

福
祉
部
局
及
び
住
宅
部
局
を
会
員
、

県
の
関
係
部
署
及
び
日
野
郡
の
居
住

支
援
法
人
を
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て

い
る
。
司
法
書
士
会
な
ど
の
士
業
団

体
に
つ
い
て
は
、
協
議
を
進
め
る
中

で
意
見
を
聞
く
必
要
が
生
じ
た
場
合
、

出
席
を
求
め
る
こ
と
を
想
定
し
て
い

る
。

■
議
員
　
米
子
市
居
住
支
援
協
議
会

を
活
性
化
し
、
独
り
で
暮
ら
す
高
齢

者
や
障
が
い
の
あ
る
人
に
大
家
が
安

心
し
て
住
宅
を
提
供
で
き
る
環
境
整

備
を
さ
ら
に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

塚
つ か

田
だ

 佳
よ し

充
み つ

 議員
（蒼

そ う

生
せ い

会
か い

）

　

中
学
校
部
活
動
地
域
展
開
に
つ

い
て

■
議
員
　
指
導
者
、
新
た
な
制
度
作

り
、
学
校
施
設
利
用
な
ど
、
様
々
な

課
題
が
あ
る
中
で
、
指
導
者
が
低
報

酬
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
妥

当
性
に
つ
い
て
伺
う
。

■
教
育
長
　
外
部
指
導
者
と
部
活
動

指
導
員
は
、
国
や
県
の
補
助
事
業
を

活
用
し
て
お
り
、
交
付
要
綱
の
上
限

額
と
同
水
準
に
設
定
し
て
い
る
。
県

内
の
他
市
町
村
と
比
較
し
て
も
低
い

水
準
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
が
、

国
や
県
へ
要
望
を
行
う
と
と
も
に
、

先
駆
け
て
地
域
展
開
を
推
進
し
て
い

る
自
治
体
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
今

後
の
報
酬
の
妥
当
性
に
つ
い
て
考
え

て
い
き
た
い
。

■
議
員
　
今
後
の
部
活
動
地
域
展
開

の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

■
教
育
長
　
休
日
の
部
活
動
の
地
域

展
開
は
、
実
施
可
能
な
種
目
や
分
野

か
ら
、
次
期
改
革
期
間
の
最
終
年
度

の
令
和
13
年
度
の
夏
ま
で
に
完
全
実

又
ま た

野
の

 史
し

朗
ろ う

 議員
（日本共産党米子市議団）

よ
り
よ
い
職
場
環
境
を
実
現
す

る
た
め
に

■
議
員
　
今
年
度
、
米
子
市
役
所
内

で
職
員
へ
行
っ
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

■
総
務
部
長
　
職
員
約
９
０
０
人
を

対
象
に
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
と
そ
の
他
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
４
９
５
人
か

ら
回
答
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

■
議
員
　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果

や
、
職
員
の
意
見
に
つ
い
て
伺
う
。

■
総
務
部
長
　
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
以
外
の
そ
の
他
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
つ
い
て
は
、
「
相
談
し
た
こ

と
が
あ
る
」
が
約
９
％
、
「
相
談
し

よ
う
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
相
談

し
な
か
っ
た
」
が
約
14
％
で
、
約
８

割
は
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
相
談
経
験

も
な
い
」
と
の
結
果
で
あ
っ
た
。

■
議
員
　
約
70
人
の
職
員
が
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
と
感
じ
た
が
、
相
談
し
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理

由
は
何
だ
っ
た
の
か
伺
う
。
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各個質問

西
に し

野
の

 太
た

一
い ち

 議員
（自

じ

由
ゆ う

創
そ う

政
せ い

）

自
衛
隊
の
人
手
不
足
に
つ
い
て

■
議
員
　
自
衛
隊
の
隊
員
数
は
近
年

定
数
24
万
７
１
５
４
人
に
対
し
約
２

万
人
が
不
足
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
採
用
活
動
に
お
い
て
も
、
２

０
２
３
年
度
は
採
用
率
過
去
最
低
の

51
％
と
い
う
状
況
で
、
自
治
体
レ
ベ

ル
に
お
い
て
も
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
自
衛
隊
法
第

97
条
と
米
子
市
の
関
連
性
に
つ
い
て

伺
う
。

■
総
合
政
策
部
長
　
第
97
条
は
、
主

に
県
及
び
市
町
村
が
自
衛
官
及
び
自

衛
官
候
補
生
の
募
集
に
関
す
る
事
務

の
一
部
を
行
う
こ
と
を
規
定
し
て
お

り
、
本
市
は
法
定
受
託
事
務
と
し
て
、

必
要
と
な
る
募
集
事
務
を
実
施
し
て

い
る
。

■
議
員
　
米
子
市
と
し
て
自
衛
官
募

集
に
関
す
る
協
力
や
強
化
す
る
具
体

策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

伺
う
。

■
市
長
　
議
員
提
案
の
懸
垂
幕
の
本

庁
舎
へ
の
掲
示
に
つ
い
て
、
今
後
検

討
を
進
め
た
い
。
ま
た
自
衛
隊
活
動

に
係
る
広
報
な
ど
を
含
め
、
様
々
な

形
で
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
と

考
え
て
お
り
、
自
衛
隊
鳥
取
地
方
協

力
本
部
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

■
議
員
　
本
市
中
学
生
の
自
衛
隊
へ

の
職
場
体
験
の
現
状
を
伺
う
。

■
教
育
長
　
令
和
６
年
度
は
３
校
、

令
和
７
年
度
は
２
校
が
自
衛
隊
へ
の

職
場
体
験
を
実
施
し
た
。
主
な
内
容

は
飯
ご
う
炊
さ
ん
、
止
血
方
法
や
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
救
急
救
命
法

の
練
習
、
事
務
業
務
の
体
験
、
体
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等
で
あ
っ
た
。

■
議
員
　
職
場
体
験
後
の
生
徒
の
感

想
な
ど
を
伺
う
。

■
教
育
長
　
生
徒
の
感
想
は
、
自
衛

隊
の
仕
事
は
多
岐
に
わ
た
り
大
変
勉

強
に
な
っ
た
、
人
の
役
に
立
て
る
よ

う
に
な
り
た
い
、
な
ど
で
あ
っ
た
。

生
徒
に
と
っ
て
有
意
義
な
学
習
の
場

と
な
っ
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

〇
重
点
支
援
地
方
交
付
金
に
つ
い
て

〇
ご
み
袋
の
価
格
に
つ
い
て

中
な か

田
だ

 利
と し

幸
ゆ き

 議員
（信

し ん

風
ぷ う

）

自
動
運
転
バ
ス
と
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
将
来
像
に
つ
い
て

■
議
員
　
将
来
、
自
動
運
転
バ
ス
が

本
市
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
ど
の

よ
う
に
活
用
で
き
る
か
伺
う
。

■
市
長
　
自
動
運
転
バ
ス
導
入
は
、

運
転
手
不
足
や
交
通
事
故
な
ど
、
公

共
交
通
を
巡
る
環
境
改
善
に
大
き
く

寄
与
す
る
と
考
え
、
国
の
重
点
支
援

を
受
け
、
先
進
的
自
動
運
転
バ
ス
・

レ
ベ
ル
４
の
実
用
化
に
挑
戦
す
る
こ

と
と
し
た
。
来
年
度
に
は
レ
ベ
ル
４

へ
の
移
行
を
考
え
て
お
り
、
そ
の
後
、

町
な
か
や
郊
外
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
で
レ
ベ
ル
４
の
自
動
運
転
バ
ス
導

入
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
ま

た
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に

つ
い
て
は
、
車
両
の
量
産
で
価
格
が

下
が
れ
ば
、
本
数
を
増
や
す
こ
と
も

可
能
と
な
り
、
こ
の
挑
戦
が
公
共
交

通
の
利
便
性
向
上
と
公
共
交
通
の
持

続
可
能
な
体
系
の
構
築
に
大
き
く
寄

与
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

■
議
員
　
事
故
や
乗
客
の
体
調
不
良

な
ど
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
や
車
椅
子
の

方
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
の

か
伺
う
。

■
総
合
政
策
部
長
　
乗
務
員
が
車
椅

子
利
用
者
の
乗
降
支
援
や
ア
ク
シ
デ

ン
ト
発
生
時
の
乗
客
の
安
全
確
保
、

傷
病
者
の
救
助
、
関
係
機
関
へ
の
連

絡
な
ど
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。
ま

た
、
遠
隔
監
視
室
で
車
両
の
位
置
情

報
や
車
内
の
状
況
把
握
も
可
能
で
、

走
行
現
場
と
の
連
携
に
よ
り
、
状
況

に
応
じ
た
適
切
な
対
応
を
取
り
た
い
。

■
議
員
　
こ
の
事
業
の
成
功
の
先
は
、

運
行
に
必
要
な
通
信
環
境
に
よ
る
情

報
イ
ン
フ
ラ
が
進
み
、
市
民
や
来
訪

者
の
利
便
性
の
高
い
米
子
市
の
情
報

通
信
環
境
の
実
現
に
つ
な
が
る
と
考

え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

■
市
長
　
設
備
、
情
報
通
信
環
境
の

整
備
が
進
む
と
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス

が
考
え
ら
れ
、
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
の
創

出
や
都
市
の
イ
ン
フ
ラ
や
公
共
交
通

の
業
務
最
適
化
な
ど
の
波
及
効
果
も

期
待
を
し
て
い
る
。
国
は
自
動
運
転

技
術
の
高
度
化
と
併
せ
て
、
技
術
を

活
用
し
た
様
々
な
社
会
課
題
の
解
決

を
促
す
た
め
、
先
進
的
自
動
運
転
技

術
を
導
入
し
た
自
治
体
の
支
援
強
化

を
図
る
動
き
が
あ
り
、
ま
ず
レ
ベ
ル

４
の
実
用
化
を
図
り
、
国
の
重
点
支

援
も
獲
得
し
な
が
ら
、
技
術
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
。
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各個質問

錦
に し

織
こおり

 陽
よ う

子
こ

 議員
（日本共産党米子市議団）

公
共
と
し
て
の
上
下
水
道
事
業

に
つ
い
て
（
水
道
料
金
値
上
げ

中
止
に
）

■
議
員
　
米
子
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
２

０
２
５
の
策
定
が
進
み
、
令
和
10
年

に
15
・
８
％
の
料
金
改
定
を
見
込
み
、

審
議
会
に
か
け
る
予
定
で
あ
る
。
市

民
に
と
っ
て
生
き
て
い
く
の
に
欠
か

せ
な
い
水
ま
で
値
上
げ
す
る
こ
と
は
、

市
民
生
活
を
圧
迫
す
る
。
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
れ
な
ど
で
値
上
げ
を
断

念
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■
上
下
水
道
局
長
　
今
後
の
予
測
を

立
て
た
場
合
、
収
支
を
均
衡
さ
せ
る

必
要
が
あ
り
、
な
る
べ
く
使
用
者
の

負
担
を
抑
え
る
努
力
は
す
る
が
、
財

源
不
足
の
場
合
、
料
金
水
準
の
適
正

化
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

■
議
員
　
水
道
の
管
路
更
新
・
耐
震

化
は
将
来
の
投
資
の
費
用
だ
が
、
現

在
の
使
用
者
に
か
ぶ
せ
る
こ
と
は
大

変
厳
し
い
。
こ
れ
に
係
る
交
付
金
の

増
額
を
国
に
求
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

■
上
下
水
道
局
長
　
今
後
も
継
続
し

て
要
望
し
て
い
き
た
い
。

■
議
員
　
給
水
停
止
の
推
移
を
伺
う
。

■
上
下
水
道
局
長
　
令
和
３
年
度
１

９
２
件
、
４
年
度
３
２
８
件
、
５
年

度
６
０
３
件
、
６
年
度
５
９
６
件
、

７
年
度
は
９
月
ま
で
で
３
３
２
件
で

あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
が
滞
納
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

■
議
員
　
今
で
も
水
道
料
金
を
払
え

な
い
市
民
が
多
く
い
る
。
市
民
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
を
守
る
た
め
に
も
水
道

料
金
値
上
げ
の
中
止
を
求
め
る
。

生
理
用
品
を
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
の
よ
う
に
設
置
を

■
議
員
　
杉
並
区
で
は
「
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
と
同
じ
よ
う
に
」
と
、

全
て
の
小
中
学
校
に
生
理
用
品
を
設

置
し
て
い
る
が
、
所
見
を
求
め
る
。

■
教
育
長
　
本
市
で
は
生
理
用
品
を

保
健
室
で
管
理
し
、
養
護
教
諭
等
が

児
童
生
徒
に
対
面
で
渡
す
こ
と
で
、

必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
る
。

■
議
員
　
境
港
市
で
も
実
施
し
、
松

江
市
で
は
今
年
度
か
ら
小
中
学
校
で

54
万
３
０
０
０
円
の
予
算
で
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
無
料
で
提
供
す
る

団
体
も
あ
る
。
来
年
度
、
モ
デ
ル
校

と
し
て
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

■
教
育
長
　
杉
並
区
の
例
や
近
隣
自

治
体
の
状
況
も
御
教
示
い
た
だ
い
た
。

米
子
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
ど
ち

ら
が
い
い
の
か
し
っ
か
り
考
え
た
い
。

渡
わ た

辺
な べ

 穣
じょう

爾
じ

 議員
（蒼

そ う

生
せ い

会
か い

）

市
政
に
対
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
利

用
し
た
誹
謗
中
傷
、
誤
っ
た
事

実
配
信
に
つ
い
て

■
議
員
　
人
権
問
題
も
含
め
、
現
在

の
米
子
市
と
し
て
の
現
状
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

■
総
務
部
長
　
誤
っ
た
情
報
が
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
を
通
じ
て
瞬
時
に
、
そ
し
て

広
範
囲
に
拡
散
さ
れ
る
こ
と
は
、
市

民
に
無
用
な
混
乱
や
不
信
感
を
醸
成

さ
せ
、
厳
然
な
民
主
主
義
の
基
盤
を

揺
る
が
し
か
ね
な
い
極
め
て
重
要
な

問
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

■
議
員
　
誤
っ
た
情
報
を
流
す
と
、

市
民
が
信
じ
て
し
ま
う
。
そ
れ
に
対

す
る
対
応
策
に
つ
い
て
伺
う
。

■
総
務
部
長
　
市
民
生
活
に
重
大
な

影
響
を
及
ぼ
す
誤
情
報
な
ど
に
対
し

て
は
、
そ
の
都
度
、
事
実
関
係
の
公

表
や
注
意
喚
起
を
迅
速
に
行
う
よ
う

努
め
た
い
。

■
議
員
　
条
例
を
制
定
し
、
対
応
策

を
明
確
に
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
伺

う
。

■
総
務
部
長
　
実
効
性
の
あ
る
対
策

を
強
化
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

■
議
員
　
市
の
対
応
が
十
分
で
あ
る

の
か
伺
う
。

■
市
長
　
誤
情
報
に
よ
っ
て
、
意
思

決
定
を
誤
っ
て
し
ま
う
可
能
性
と
い

う
も
の
は
、
民
主
主
義
に
と
っ
て
大

変
ゆ
ゆ
し
き
問
題
で
あ
る
。
市
当
局

と
し
て
は
、
で
き
る
だ
け
タ
イ
ム
リ

ー
に
正
し
い
情
報
を
あ
ら
ゆ
る
媒
体

を
通
じ
て
発
信
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
を
心
が
け
な
が
ら
対
応
し
て
い
き

た
い
。
し
か
し
、
市
政
情
報
は
複
雑

な
こ
と
も
多
く
、
何
が
必
要
性
で
あ

る
と
か
、
正
当
性
等
を
Ｐ
Ｒ
す
る
際

に
は
ど
う
し
て
も
言
葉
が
多
く
な
っ

て
し
ま
う
。
そ
の
反
面
、
誤
っ
た
情

報
は
分
か
り
や
す
く
、
シ
ン
プ
ル
に

届
き
や
す
い
と
い
う
性
質
が
あ
る
。

こ
れ
は
多
く
の
有
権
者
に
も
あ
ら
か

じ
め
理
解
い
た
だ
き
た
い
項
目
で
あ

り
、
そ
の
他
も
含
め
て
適
時
適
切
な

情
報
発
信
に
こ
れ
か
ら
も
努
め
て
い

き
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

〇�

米
子
市
内
に
お
け
る
外
国
人
の
現

状
と
対
応
に
つ
い
て

〇�

義
務
教
育
に
お
け
る
保
護
者
の
負

担
軽
減
に
つ
い
て

〇
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

西
に し

野
の

 太
た

一
い ち

 議員
（自

じ

由
ゆ う

創
そ う

政
せ い

）

自
衛
隊
の
人
手
不
足
に
つ
い
て

■
議
員
　
自
衛
隊
の
隊
員
数
は
近
年

定
数
24
万
７
１
５
４
人
に
対
し
約
２

万
人
が
不
足
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
採
用
活
動
に
お
い
て
も
、
２

０
２
３
年
度
は
採
用
率
過
去
最
低
の

51
％
と
い
う
状
況
で
、
自
治
体
レ
ベ

ル
に
お
い
て
も
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
自
衛
隊
法
第

97
条
と
米
子
市
の
関
連
性
に
つ
い
て

伺
う
。

■
総
合
政
策
部
長
　
第
97
条
は
、
主

に
県
及
び
市
町
村
が
自
衛
官
及
び
自

衛
官
候
補
生
の
募
集
に
関
す
る
事
務

の
一
部
を
行
う
こ
と
を
規
定
し
て
お

り
、
本
市
は
法
定
受
託
事
務
と
し
て
、

必
要
と
な
る
募
集
事
務
を
実
施
し
て

い
る
。

■
議
員
　
米
子
市
と
し
て
自
衛
官
募

集
に
関
す
る
協
力
や
強
化
す
る
具
体

策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

伺
う
。

■
市
長
　
議
員
提
案
の
懸
垂
幕
の
本

中
な か

田
だ

 利
と し

幸
ゆ き

 議員
（信

し ん

風
ぷ う

）

自
動
運
転
バ
ス
と
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
将
来
像
に
つ
い
て

■
議
員
　
将
来
、
自
動
運
転
バ
ス
が

本
市
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
ど
の

よ
う
に
活
用
で
き
る
か
伺
う
。

■
市
長
　
自
動
運
転
バ
ス
導
入
は
、

運
転
手
不
足
や
交
通
事
故
な
ど
、
公

共
交
通
を
巡
る
環
境
改
善
に
大
き
く

寄
与
す
る
と
考
え
、
国
の
重
点
支
援

を
受
け
、
先
進
的
自
動
運
転
バ
ス
・

レ
ベ
ル
４
の
実
用
化
に
挑
戦
す
る
こ

と
と
し
た
。
来
年
度
に
は
レ
ベ
ル
４

へ
の
移
行
を
考
え
て
お
り
、
そ
の
後
、

町
な
か
や
郊
外
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
で
レ
ベ
ル
４
の
自
動
運
転
バ
ス
導

入
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
ま

た
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に

つ
い
て
は
、
車
両
の
量
産
で
価
格
が

下
が
れ
ば
、
本
数
を
増
や
す
こ
と
も

可
能
と
な
り
、
こ
の
挑
戦
が
公
共
交

通
の
利
便
性
向
上
と
公
共
交
通
の
持

続
可
能
な
体
系
の
構
築
に
大
き
く
寄

与
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

■
議
員
　
事
故
や
乗
客
の
体
調
不
良
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各個質問

田
た

村
む ら

 謙
け ん

介
す け

 議員
（自

じ

由
ゆ う

創
そ う

政
せ い

）

歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

■
議
員
　
か
わ
ま
ち
整
備
に
合
わ
せ

て
護
岸
沿
い
に
連
担
的
な
照
明
を
設

置
す
る
こ
と
で
、
白
壁
土
蔵
群
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
や
川
面
に
浮
か
ぶ
光
、

桜
の
木
な
ど
の
風
情
が
あ
る
状
況
を

醸
し
出
す
た
め
、
護
岸
灯
の
設
置
を

以
前
か
ら
提
案
し
て
き
た
。
現
在
の

検
討
状
況
を
伺
う
。

■
文
化
観
光
局
長
　
加
茂
川
護
岸
に

明
か
り
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
米
子

港
周
辺
や
城
下
町
エ
リ
ア
に
お
け
る

夜
間
の
ま
ち
歩
き
に
つ
な
が
る
新
た

な
コ
ン
テ
ン
ツ
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。
今
後
、
城
下
町
エ
リ
ア
の
環
境

整
備
や
山
陰
歴
史
館
の
再
整
備
な
ど
、

周
遊
を
促
し
、
消
費
を
増
や
す
取
組

を
進
め
る
中
で
、
設
置
方
法
や
費
用

の
整
理
、
調
査
な
ど
を
行
い
た
い
。

■
議
員
　
回
遊
性
を
高
め
る
仕
組
み

づ
く
り
と
し
て
、
城
下
町
・
寺
町
エ

リ
ア
で
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
提
案
す
る
。

■
文
化
観
光
局
長
　
デ
ジ
タ
ル
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
は
、
観
光
客
の
周
遊
性

の
向
上
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
魅
力
発

信
に
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
と

考
え
る
。
議
員
御
提
案
の
内
容
も
含

め
、
今
後
、
周
遊
促
進
の
取
組
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

■
議
員
　
駅
前
通
り
の
イ
チ
ョ
ウ
並

木
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
要
望
す
る
。

■
総
合
政
策
部
長
　
ま
ち
の
景
観
、

快
適
な
空
間
形
成
な
ど
の
観
点
で
歩

い
て
楽
し
い
ま
ち
を
彩
る
一
つ
の
コ

ン
テ
ン
ツ
に
な
り
得
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。
米
子
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ

い
創
出
の
観
点
か
ら
必
要
な
対
応
を

考
え
て
い
き
た
い
。

ト
イ
レ
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ

い
て

■
議
員
　
米
子
市
文
化
ホ
ー
ル
の
女

性
ト
イ
レ
は
和
式
が
多
く
、
洋
式
が

不
足
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
見
解

を
伺
う
。

■
文
化
観
光
局
長
　
御
指
摘
の
と
お

り
、
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
は
洋

式
ト
イ
レ
が
十
分
で
は
な
い
と
認
識

し
て
お
り
、
順
次
改
善
に
努
め
て
い

き
た
い
。

■
議
員
　
洋
式
化
に
は
時
間
が
か
か

る
た
め
、
和
式
ト
イ
レ
へ
立
ち
上
が

り
の
た
め
の
手
す
り
な
ど
も
併
せ
て

設
置
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

国
く に

頭
と う

　靖
やすし

 議員
（よなご・未来）

市
街
化
区
域
の
拡
大
に
つ
い
て

■
議
員
　
本
市
の
市
街
化
区
域
、
調

整
区
域
、
非
線
引
き
白
地
区
域
の
淀

江
地
区
及
び
都
市
計
画
区
域
外
そ
れ

ぞ
れ
の
人
口
割
合
に
つ
い
て
伺
う
。

■
総
合
政
策
部
長
　
本
市
の
区
域
ご

と
の
人
口
割
合
は
、
市
街
化
区
域
が

68
・
７
％
で
あ
り
、
市
街
化
調
整
区

域
が
20
・
４
％
、
非
線
引
き
都
市
計

画
区
域
の
淀
江
地
区
が
６
・
５
％
、

都
市
計
画
区
域
外
の
伯
仙
地
区
で
は

４
・
４
％
で
あ
る
。

■
議
員
　
人
口
の
変
化
、
地
域
ご
と

の
変
化
に
つ
い
て
認
識
し
て
い
る
の

か
伺
う
。

■
総
合
政
策
部
長
　
平
成
22
年
か
ら

令
和
２
年
ま
で
の
10
年
間
で
市
街
化

区
域
は
若
干
増
加
傾
向
に
あ
る
。
非

線
引
き
都
市
計
画
区
域
、
都
市
計
画

区
域
外
は
横
ば
い
、
ま
た
、
市
街
化

調
整
区
域
は
若
干
減
少
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

■
議
員
　
数
値
で
み
る
と
、
市
街
化

区
域
は
約
４
０
０
０
人
増
加
し
、
調

整
区
域
で
は
約
４
６
０
０
人
が
減
っ

て
い
る
。
こ
の
増
減
の
差
が
１
万
人

に
も
な
っ
て
い
る
長
年
、
土
地
利
用

制
限
の
あ
る
調
整
区
域
の
事
実
を
し

っ
か
り
と
把
握
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
過
去
の
平
成
26
年
、
27
年
の
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し

の
際
に
は
、
両
三
柳
及
び
安
倍
、
彦

名
地
区
を
市
街
化
区
域
へ
と
検
討
し

た
経
緯
が
、
県
作
成
の
資
料
に
残
っ

て
い
る
。
両
三
柳
は
線
引
き
の
隣
に

あ
り
、
こ
こ
か
ら
市
道
安
倍
三
柳
線

が
延
び
、
県
道
東
福
原
樋
口
線
も
延

び
て
い
く
と
、
開
発
さ
れ
て
当
た
り

前
で
あ
る
。
道
路
だ
け
き
れ
い
に
延

び
て
い
っ
て
も
そ
れ
で
い
い
の
か
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
も
含
め
て
規
制
緩

和
す
る
と
い
う
方
向
だ
と
思
料
す
る

が
、
市
街
化
区
域
化
す
る
調
整
区
域

は
両
三
柳
だ
け
で
は
な
く
、
ま
だ
多

数
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
こ
と
を

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

〇
市
の
選
挙
に
つ
い
て

〇
住
民
自
治
、
自
治
会
に
つ
い
て
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各個質問

津
つ

田
だ

 幸
こ う

一
い ち

 議員
（公明党議員団）

家
庭・地
域・避
難
所・市
役
所

の
防
災
対
策
に
つ
い
て

■
議
員
　
避
難
所
と
な
る
設
備
で
は
、

小
中
学
校
体
育
館
が
避
難
所
と
な
る

が
、
洋
式
ト
イ
レ
化
の
状
況
に
つ
い

て
、
例
え
ば
、
私
の
地
元
の
啓
成
小

学
校
の
状
況
は
ど
う
か
。

■
教
育
委
員
会
事
務
局
長
　
市
立
小

中
学
校
体
育
館
33
棟
の
う
ち
７
棟
は

全
て
洋
式
、
18
棟
は
洋
式
と
和
式
の

併
設
、
８
棟
は
全
て
和
式
の
ト
イ
レ

で
あ
る
。
啓
成
小
学
校
体
育
館
の
ト

イ
レ
は
、
男
子
が
和
式
２
基
、
女
子

が
洋
式
１
基
と
和
式
２
基
を
設
置
し

て
い
る
。
体
育
館
の
ト
イ
レ
改
修
に

係
る
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、

教
育
施
策
全
体
に
多
く
の
課
題
が
あ

る
中
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
や
施
設
整

備
の
老
朽
化
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、

優
先
度
を
総
合
的
に
勘
案
し
な
が
ら

判
断
し
て
い
き
た
い
。

■
議
員
　
例
と
し
て
、
啓
成
小
学
校

体
育
館
の
ト
イ
レ
を
取
り
上
げ
た
が
、

現
状
で
は
避
難
所
と
し
て
十
分
と
は

言
え
な
い
。
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ

る
方
に
配
慮
し
、
避
難
所
と
な
る
全

て
の
学
校
体
育
館
に
つ
い
て
、
洋
式

化
を
前
提
と
し
た
計
画
的
な
ト
イ
レ

整
備
を
強
く
求
め
る
。

公
共
交
通
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

向
上
に
つ
い
て

■
議
員
　
公
会
堂
の
バ
ス
停
の
改
善

や
市
内
バ
ス
停
全
体
の
暑
さ
対
策
を

進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後
の

方
針
、
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
所
見

を
伺
う
。

■
総
合
政
策
部
長
　
公
会
堂
の
バ
ス

停
に
つ
い
て
は
、
御
提
案
の
趣
旨
を

国
に
伝
え
た
い
。
本
市
の
管
理
す
る

バ
ス
停
に
関
し
て
は
、
現
在
暑
さ
対

策
を
求
め
る
声
は
聞
い
て
い
な
い
が
、

引
き
続
き
適
切
に
維
持
管
理
を
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
市
以
外
の
主
体

で
管
理
さ
れ
て
い
る
バ
ス
停
に
つ
い

て
は
、
要
望
や
意
見
が
本
市
に
届
い

た
場
合
に
は
、
管
理
者
に
速
や
か
に

伝
え
、
必
要
に
応
じ
て
改
善
を
促
し

て
い
き
た
い
。

■
議
員
　
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る

方
な
ど
に
と
っ
て
、
熱
中
症
リ
ス
ク

と
な
り
、
公
共
交
通
利
用
の
妨
げ
と

な
り
得
る
懸
念
も
あ
る
。
バ
ス
停
の

熱
対
策
を
国
へ
伝
え
て
い
た
だ
き
、

早
期
に
改
善
し
て
い
た
だ
く
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

今
い ま

城
し ろ

 雅
ま さ

子
こ

 議員
（公明党議員団）

独
居
高
齢
者
等
の
安
心
で
き
る

暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

■
議
員
「
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
等

安
心
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
は
、
高
齢
者

等
に
と
っ
て
大
い
に
希
望
と
な
る
事

業
と
考
え
る
。
こ
の
事
業
の
目
的
と

具
体
的
な
内
容
を
伺
う
。

■
福
祉
保
健
部
長
　
行
政
と
多
様
な

主
体
が
連
携
し
た
支
援
体
制
の
構
築

の
検
証
を
主
な
目
的
と
し
て
い
る
。

米
子
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
作
成
す

る
支
援
計
画
に
基
づ
き
、
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

事
業
所
が
定
期
的
な
安
否
確
認
、
緊

急
連
絡
先
の
提
供
、
日
常
的
な
金
銭

の
管
理
な
ど
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
。
「
西
部
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
う
え
る
か
む
」
が
法
的
側
面
か
ら

の
助
言
や
監
督
等
を
行
う
。

■
議
員
　
本
年
度
の
実
証
事
業
は
４

か
月
程
度
で
あ
る
。
来
年
度
以
降
の

実
施
に
つ
い
て
伺
う
。

■
福
祉
保
健
部
長
　
実
証
事
業
を
一

定
期
間
継
続
し
、
本
格
実
施
に
移
行

し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
サ
ー
ビ
ス

提
供
事
業
所
の
担
い
手
の
拡
大
を
視

野
に
入
れ
て
い
る
。

■
議
員
　
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
等

が
非
常
に
心
配
さ
れ
、
大
事
で
あ
る

と
し
て
い
る
の
が
、
死
後
の
事
務
支

援
で
あ
る
。
本
市
の
考
え
を
伺
う
。

■
福
祉
保
健
部
長
　
実
証
事
業
に
含

ま
れ
て
い
な
い
が
、
葬
儀
や
遺
品
処

分
な
ど
、
死
後
の
事
務
支
援
の
必
要

性
は
認
識
し
て
お
り
、
今
後
、
支
援

の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

各
種
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
に

つ
い
て

■
議
員
　
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
来
年
度
か
ら
定

期
接
種
が
実
施
さ
れ
る
。
本
市
で
の

実
施
体
制
と
準
備
に
つ
い
て
伺
う
。

■
福
祉
保
健
部
長
　
令
和
８
年
４
月

１
日
以
降
に
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

を
行
う
妊
婦
に
対
し
て
は
、
母
子
健

康
手
帳
交
付
時
に
予
診
票
を
交
付
し
、

説
明
を
行
う
。
ま
た
、
現
在
妊
娠
中

で
４
月
１
日
以
降
に
接
種
対
象
と
な

る
妊
婦
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
中
に

個
別
通
知
に
よ
り
案
内
を
行
う
予
定

で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
接
種
医
療
機
関

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
、
広

報
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

■
議
員
　
し
っ
か
り
と
し
た
周
知
・

広
報
を
お
願
い
す
る
。

田
た

村
む ら

 謙
け ん

介
す け

 議員
（自

じ

由
ゆ う

創
そ う

政
せ い

）

歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

■
議
員
　
か
わ
ま
ち
整
備
に
合
わ
せ

て
護
岸
沿
い
に
連
担
的
な
照
明
を
設

置
す
る
こ
と
で
、
白
壁
土
蔵
群
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
や
川
面
に
浮
か
ぶ
光
、

桜
の
木
な
ど
の
風
情
が
あ
る
状
況
を

醸
し
出
す
た
め
、
護
岸
灯
の
設
置
を

以
前
か
ら
提
案
し
て
き
た
。
現
在
の

検
討
状
況
を
伺
う
。

■
文
化
観
光
局
長
　
加
茂
川
護
岸
に

明
か
り
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
米
子

港
周
辺
や
城
下
町
エ
リ
ア
に
お
け
る

夜
間
の
ま
ち
歩
き
に
つ
な
が
る
新
た

な
コ
ン
テ
ン
ツ
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。
今
後
、
城
下
町
エ
リ
ア
の
環
境

整
備
や
山
陰
歴
史
館
の
再
整
備
な
ど
、

周
遊
を
促
し
、
消
費
を
増
や
す
取
組

を
進
め
る
中
で
、
設
置
方
法
や
費
用

の
整
理
、
調
査
な
ど
を
行
い
た
い
。

■
議
員
　
回
遊
性
を
高
め
る
仕
組
み

づ
く
り
と
し
て
、
城
下
町
・
寺
町
エ

リ
ア
で
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
提
案
す
る
。

国
く に

頭
と う

　靖
やすし

 議員
（よなご・未来）

市
街
化
区
域
の
拡
大
に
つ
い
て

■
議
員
　
本
市
の
市
街
化
区
域
、
調

整
区
域
、
非
線
引
き
白
地
区
域
の
淀

江
地
区
及
び
都
市
計
画
区
域
外
そ
れ

ぞ
れ
の
人
口
割
合
に
つ
い
て
伺
う
。

■
総
合
政
策
部
長
　
本
市
の
区
域
ご

と
の
人
口
割
合
は
、
市
街
化
区
域
が

68
・
７
％
で
あ
り
、
市
街
化
調
整
区

域
が
20
・
４
％
、
非
線
引
き
都
市
計

画
区
域
の
淀
江
地
区
が
６
・
５
％
、

都
市
計
画
区
域
外
の
伯
仙
地
区
で
は

４
・
４
％
で
あ
る
。

■
議
員
　
人
口
の
変
化
、
地
域
ご
と

の
変
化
に
つ
い
て
認
識
し
て
い
る
の

か
伺
う
。

■
総
合
政
策
部
長
　
平
成
22
年
か
ら

令
和
２
年
ま
で
の
10
年
間
で
市
街
化

区
域
は
若
干
増
加
傾
向
に
あ
る
。
非

線
引
き
都
市
計
画
区
域
、
都
市
計
画

区
域
外
は
横
ば
い
、
ま
た
、
市
街
化

調
整
区
域
は
若
干
減
少
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

■
議
員
　
数
値
で
み
る
と
、
市
街
化
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●全会一致で議決した議案等①●

議案番号 件　　名 議決結果

議案第８６号 米子市公の施設の指定管理者の指定の手続等を定める条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第８７号 米子市淀江町巡回バス条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第８８号 人権尊重のまち米子市をつくる条例の制定について 原案可決

議案第８９号 米子市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動の市費負担に関する条例の一部を改正する条例の
制定について 原案可決

議案第９０号 米子市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第９３号 米子市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例等の一部を改
正する条例の制定について 原案可決

議案第９４号 損害賠償の額の決定について 原案可決

議案第９５号 米子水鳥公園及び米子水鳥公園ネイチャーセンターの指定管理者の指定について 原案可決

議案第９６号 米子市福祉保健総合センターの指定管理者の指定について 原案可決

議案第９７号 米子市心身障害者福祉センター及び米子サン・アビリティーズの指定管理者の指定について 原案可決

議案第９８号 米子市シルバーワークプラザの指定管理者の指定について 原案可決

議案第１０１号 米子市地区体育館及び屋外体育施設等の指定管理者の指定について 原案可決

議案第１０２号 米子市営湊山庭球場及び米子市営日野川堰運動広場の指定管理者の指定について 原案可決

議案第１０３号 米子市皆生市民プールの指定管理者の指定について 原案可決

議案第１０７号 米子市都市公園（外浜区域）の指定管理者の指定について 原案可決

議案第１０８号 米子市都市公園（内浜区域）の指定管理者の指定について 原案可決

議案第１０９号 事業契約の締結についての議決の一部変更について 原案可決

議案第１１０号 令和７年度米子市一般会計補正予算（補正第４回） 原案可決

議案第１１２号 令和７年度米子市介護保険事業特別会計補正予算（補正第３回） 原案可決

議案第１１４号 令和７年度米子市水道事業会計補正予算（補正第１回） 原案可決

議案第１１５号 令和７年度米子市下水道事業会計補正予算（補正第１回） 原案可決

議案第１１６号 米子市一般職の職員の給与に関する条例及び米子市任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例
の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第１１９号 令和７年度米子市国民健康保険事業特別会計補正予算（補正第３回） 原案可決

議案第１２０号 令和７年度米子市介護保険事業特別会計補正予算（補正第４回） 原案可決

議案第１２１号 令和７年度米子市後期高齢者医療特別会計補正予算（補正第２回） 原案可決

令和７年米子市議会１２月定例会提出議案等審議結果一覧表

2026年3月　よなご市議会だより【84号】 16

●報告●

報告番号 件　　名

報告第�１２�号 議会の委任による専決処分について（損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定について）

報告第�１３�号 議会の委任による専決処分について（損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定について）

報告第�１４�号 議会の委任による専決処分について（損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定について）

報告第�１５�号 議会の委任による専決処分について（損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定について）

●全会一致で議決した議案等②●

議案番号 件　　名 議決結果

議案第122号 令和７年度米子市水道事業会計補正予算（補正第２回） 原案可決

議案第123号 令和７年度米子市下水道事業会計補正予算（補正第２回） 原案可決

議案第124号 地方税財源の充実確保を求める意見書の提出について 原案可決

諮問第 ２ 号 人権擁護委員候補者の推薦について 原案同意

●全会一致で議決した議案●

議案等番号 件　　名 議決結果

議案第 ３ 号 米子市東山公園施設の指定管理者の指定について 原案可決

議案第 ５ 号 令和７年度米子市下水道事業会計補正予算（補正第３回） 原案可決

令和７年米子市議会１２月定例会提出議案等審議結果一覧表

令和８年米子市議会１月臨時会提出議案審議結果一覧表

令和８年３月定例会日程
２月２６日（木） 本会議（開会、議案上程） 　　１３日（金） 予算決算委員会（全体会）

３月　２日（月） 本会議（代表質問） 　　１６日（月） 総務政策委員会、予算総務政策分科会

３日（火） 本会議（代表質問） 　　１７日（火） 民生教育委員会、予算民生教育分科会

４日（水） 本会議（代表質問） 　　１８日（水） 都市経済委員会、予算都市経済分科会

６日（金） 本会議（代表質問） 　　２３日（月） 予算決算委員会（全体会）

９日（月） 本会議（代表質問） 　　２５日（水） 本会議（付議案の処理、閉会）

１１日（水） 本会議（各個質問、議案質疑、委員会付託）

※請願・陳情は、２月２４日（火）の正午までに議会事務局に提出してください。
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令和７年米子市議会１２月定例会・令和８年１月臨時会提出議案等審議結果一覧表

●賛否が分かれた議案及び陳情●	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ○：賛成　　×：反対　　除：除斥　　議：議長

賛 否 の 状 況

自由創政 自由創政 蒼生会 よなご・未来 公明党議員団 信風 日本共産党
米子市議団 無所属 新ファ
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史

森
谷
　
司議案等番号 件　　　　　　名 議決結果

〈令和7年米子市議会12月定例会〉

議案第９１号 米子市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定について 原案可決 ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議案第９2号 米子市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について 原案可決 ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議案第９９号 米子市児童文化センターの指定管理者の指定について 原案可決 ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第100号 米子市観光センターの指定管理者の指定について 原案可決 ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第104号 米子市美術館の指定管理者の指定について 原案可決 ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第105号 米子市公会堂、米子市文化ホール及び米子市淀江文化センターの指定管理者の指定について 原案可決 ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第106号 米子市立山陰歴史館、米子市福市考古資料館及び上淀白鳳の丘展示館並びに米子市埋蔵文化財センターの指定管
理者の指定について 原案可決 ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第111号 令和７年度米子市国民健康保険事業特別会計補正予算（補正第２回） 原案可決 ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議案第113号 令和７年度米子市後期高齢者医療特別会計補正予算（補正第１回） 原案可決 ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議案第117号 米子市特別職の職員の給与に関する条例及び米子市教育委員会教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条
例の制定について 原案可決 ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議案第118号 令和７年度米子市一般会計補正予算（補正第５回） 原案可決 ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議 案 第 9 号 衆議院議員の定数削減に反対する請願 不 採 択 × 議 × × × × × × × × × ○ × × × × × × × × × × ○ ○ × ×

陳情第102号 被ばくの影響を受けやすい乳幼児・こども・妊産婦などが屋内退避する場合の被ばく低減対策を米子市地域防災計
画及び広域住民避難計画に記載する事を求める陳情 不 採 択 × 議 × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × × × × × ○ ○ × ×

陳情第105号 生活保護基準引き下げ違法の最高裁判決を踏まえ速やかな対応を求める陳情 不 採 択 × 議 × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ × ×

陳情第106号 米子市みんなできれいな住みよいまちづくり条例の一部改正に関する陳情 不 採 択 × 議 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ×

陳情第107号 米子市内においての路上等でのタバコ等のポイ捨て対策の強化を求める陳情 趣旨採択 ○ 議 〇 ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

〈令和8年米子市議会1月臨時会〉

議 案 第 1号 米子市伯耆古代の丘公園の指定管理者の指定について 原案可決 ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 2 号 米子市淀江温浴施設の指定管理者の指定について 原案可決 ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除 ○ ○ ○

議案第４号 令和７年度米子市一般会計補正予算（補正第６回） 原案可決 ○ 議 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

●請願の議決結果の理由等●�

請願第９号

＜賛成意見＞
　請願に記載してあるとおり、企業・団体献金等の問題からのすり替えのように議員の定数削減を突然取り上げる今の
国会の動きは違和感がある。意見書案の内容については修正の余地があるものの、衆議院議員の定数削減には反対
であり、本請願の趣旨に賛同する。
＜反対意見＞
①�定数削減については、国において議論されている最中であり、本請願の内容は少し急ぎすぎではないかと感じる。国
で多角的に議論されているので、その推移を見守りたい。
②国会議員の定数に対して、どのような考えがあるのか、どう改善すべきなのかというところが見受けられない内容となっ
ている。
③�選挙制度改革を進めていくことや、定数削減の議論そのもの自体は否定しないが、衆議院議員の定数削減のみを反
対する本請願には賛成できない。

採決の結果、不採択となりました。
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令和７年米子市議会１２月定例会・令和８年１月臨時会提出議案等審議結果一覧表

●賛否が分かれた議案及び陳情●	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ○：賛成　　×：反対　　除：除斥　　議：議長

賛 否 の 状 況

自由創政 自由創政 蒼生会 よなご・未来 公明党議員団 信風 日本共産党
米子市議団 無所属 新ファ
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司議案等番号 件　　　　　　名 議決結果

〈令和7年米子市議会12月定例会〉

議案第９１号 米子市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定について 原案可決 ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議案第９2号 米子市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について 原案可決 ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議案第９９号 米子市児童文化センターの指定管理者の指定について 原案可決 ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第100号 米子市観光センターの指定管理者の指定について 原案可決 ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第104号 米子市美術館の指定管理者の指定について 原案可決 ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第105号 米子市公会堂、米子市文化ホール及び米子市淀江文化センターの指定管理者の指定について 原案可決 ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第106号 米子市立山陰歴史館、米子市福市考古資料館及び上淀白鳳の丘展示館並びに米子市埋蔵文化財センターの指定管
理者の指定について 原案可決 ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第111号 令和７年度米子市国民健康保険事業特別会計補正予算（補正第２回） 原案可決 ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議案第113号 令和７年度米子市後期高齢者医療特別会計補正予算（補正第１回） 原案可決 ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議案第117号 米子市特別職の職員の給与に関する条例及び米子市教育委員会教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条
例の制定について 原案可決 ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議案第118号 令和７年度米子市一般会計補正予算（補正第５回） 原案可決 ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議 案 第 9 号 衆議院議員の定数削減に反対する請願 不 採 択 × 議 × × × × × × × × × ○ × × × × × × × × × × ○ ○ × ×

陳情第102号 被ばくの影響を受けやすい乳幼児・こども・妊産婦などが屋内退避する場合の被ばく低減対策を米子市地域防災計
画及び広域住民避難計画に記載する事を求める陳情 不 採 択 × 議 × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × × × × × ○ ○ × ×

陳情第105号 生活保護基準引き下げ違法の最高裁判決を踏まえ速やかな対応を求める陳情 不 採 択 × 議 × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ × ×

陳情第106号 米子市みんなできれいな住みよいまちづくり条例の一部改正に関する陳情 不 採 択 × 議 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ×

陳情第107号 米子市内においての路上等でのタバコ等のポイ捨て対策の強化を求める陳情 趣旨採択 ○ 議 〇 ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

〈令和8年米子市議会1月臨時会〉

議 案 第 1号 米子市伯耆古代の丘公園の指定管理者の指定について 原案可決 ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 2 号 米子市淀江温浴施設の指定管理者の指定について 原案可決 ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除 ○ ○ ○

議案第４号 令和７年度米子市一般会計補正予算（補正第６回） 原案可決 ○ 議 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

●陳情の議決結果の理由等①●

陳情第１０２号

＜賛成意見＞
　国は屋内退避をデフォルトの考え方としている。したがって、屋内退避のリスクということに関してきちんと向き合い、で
きることをやっていく、その一つが、安定ヨウ素剤の事前配布で、屋内退避中でも住民の手元にあった方が良い。また、
国は各地の地域防災計画は重大事故対策が奏功しなかった場合を想定して策定されているものとしている。このため、米
子市は、この「奏功しなかった場合」も想定し、地域防災計画・広域住民避難計画を知恵を絞って改定する必要がある。
＜反対意見＞
①�災害時対応では、自助の面でのサポートが重要であり、共助・公助の前に、まず自助として何が課題であるかを調査
する必要がある。そのため、陳情で指摘されている３点については、次の段階で対応すべきものである。
②�陳情の指摘する耐震化などの事前防災の問題については、国は既に国土強靱化計画に基づき、多額の予算を計上し、
インフラ整備も含め防災減災に努めているため、指摘には当たらない�。
③�避難計画は、国家においてデータに基づき、全体としての整合性を取った上で実施することが大前提であるが、現行
の原子力災害対策指針には十分合理性がある。

（２１ページへ続く）
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●陳情の議決結果の理由等②●�

陳情第102号�

④�放射線量に応じた避難については、緊急時は、平時とは違い、リスクを比較しながら避難を指示するということが避
難行動の在り方であると認識しているが、陳情では、平時の数字や考え方と、緊急時におけるリスクの回避という考
え方がしっかりと整理されていないと考えられる。
⑤�屋内避難については、原子力災害対策指針を受けて一層検討が進むものと考えられるが、適切な避難のタイミングな
どの指針が示されていない段階においては、本市の計画の訂正は難しいと考える。そのため、現段階で本市にでき
ることは、安定ヨウ素剤の周知や配布希望者が確実に所持できる取組であると考える。�

採決の結果、不採択となりました。

陳情第105号�

＜賛成意見＞
①�最高裁判決が引き上げ処分全体を取り消したにも関わらず再度引き下げを行うのは、三権分立の原則に違反する
との批判があり、保護費の引き下げが違法とされた以上、生活保護受給者全員に差額全額を支給する必要がある。
国の一部支給方針は、生活保護利用者の利益の一部を制限するものであり、不利益不遡及の原則から外れている。

②�生活保護制度は誰もが利用する可能性のあるセーフティネットであり、国民の安心について大きな役割を持つ制度
である。最高裁で違法判決が出たことについて、国は対象者への謝罪と地方自治体への対応も含めて真摯に向き
合い対処すべきである。

＜反対意見＞
①�陳情の要望事項１について、手続の違法性と長期化をもって、生存権の保障を侵害しているという考えに共感で
きない。速やかな対応を求めることについては、厚生労働省の専門委員会等での議論の進捗を見守りたい。

②「速やかな対応」を求めるところは、自治体担当課の事務の混乱が予想され、現時点では難しい。
③�最高裁判所の判決は非常に重く、国家賠償は棄却され、厚生労働省は減額の一部と特別給付金を支給する方針
である。法治国家であり、判決が出ている以上、全額支払うよう国に求める意見書には反対したい。

④ �11月7日の衆議院予算委員会で内閣総理大臣が謝罪され、11月25日に厚生労働大臣が謝罪されているほか、
国と地方の間で情報共有や意見交換が行われ、11月17日の専門委員会で対応策の報告書がまとめられ、11月
21日には政府としての対応が決定・公表されており、国において適切に対応が行われている。

採決の結果、不採択となりました。

陳情第106号�

＜趣旨に賛成する意見＞
①�市民の健康保護と生活環境の向上を目的とした具体的な規制範囲にはおおむね賛同でき、市民の意識啓発は必
要だと考えるが、規制の根拠や、パトロールの財源、喫煙者の権利、市民の理解度などに懸念点があり、分煙が
不十分な中での条例改正は困難であると考える。
②�受動喫煙が健康に影響があるのは明らかであり、対応しなければならない問題であることから、陳情の趣旨には
賛同するが、公共の場で、人が動いている状態の中で距離の制限ができるかなど、具体的な部分については、様々
な意見を聴取して検討していく必要がある。

＜反対意見＞
①�条例第８条の改正案にある「周囲８メートル以内」という制限については、距離は風で変化し、改正健康増進法
では周囲の状況に配慮すべきと明記されていることから、課題があると認識しており、条例第８条の２を新設し、
公園内を禁煙区域にすることについては、公園に都市公園、緑地公園などの種類があることから、条例第２条に
公園の用語の意義を付け加えるなどの議論の余地がある。

②条例を改正することよりも、市民に現条例を浸透させることが先であり、それからどう変えていくのか議論するこ
とが筋である。
③�提出資料の根拠となるグラフの原著論文を確認したが、実験の状況が米子市の屋外の状況に当てはまらない。健
康被害のリスクをゼロにすることは他のリスクを生む可能性も考える必要がある。まずは、市民が自分ごととして
考えて取り組めるよう、既存の条例を周知徹底することが先である。

④�議会は、あらゆる考えや意見を慎重に審議していくべき場所であるが、本陳情は具体的な提案がされた上でその
とおりに実行されることを訴えているものであり、議会への陳情としてはなじまない。

⑤�現実には条例が守られていない部分、行政が管理できていない部分の検証なくして、条例の一部改正を検討すべ
きではない。条例以前の常識やマナーの問題が前段にあり、行政として啓発活動を通じて市民が自発的に守るま
ちにしていくのが先である。

採決の結果、不採択となりました。

令和７年米子市議会１２月定例会提出議案等審議結果一覧表
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●陳情の議決結果の理由等③●

陳情第107号

＜賛成意見＞
①たばこのポイ捨てをはじめとするマイクロプラスチックの問題は深刻で環境の負荷も大きく、景観も悪くなる。
②�観光客が多い中でごみがあることは米子市のイメージ低下につながり�、たばこには火災発生のリスクも深刻であるこ
とから、たばこのポイ捨て対策の強化をすべきである。
＜趣旨に賛成する意見＞
①�要旨に「条例の一部改正」が含まれている点には賛同できない。今の条例の中で効果が出ていない部分があること
から、条例改正ではなく、実際の条例の下で何ができるのかを検討すべきである。
②�条例の一部改正には賛同できないが、たばこのポイ捨ては様々な法律にも触れる行為であり、火災の原因になり得る
ことから、実効性のある対策を講じる必要性があるということについては賛同できる部分がある。
③�敷地内禁煙によるたばこのポイ捨てのリスクに対する具体的な対策として、敷地内の喫煙所など、喫煙者の権利を守
ることも検討していく必要があると考えているが、現状として駅前などで不快感があるほどポイ捨てが多いとは感じてお
らず、たばこのポイ捨てだけを都市イメージの低下に結びつけることには疑問がある。
＜反対意見＞
陳情の趣旨は「現行条例の一部を改正して、啓発活動をさらに強化すること」であるが、この趣旨に対して賛同できな
い。まずは、現行条例がしっかり機能するようにしていくことから始めるべきである。

採決の結果、趣旨採択となりました。

令和７年米子市議会１２月定例会提出議案等審議結果一覧表

　意見書：地方自治法第99条に基づき、市の公益に関することについて、国会や関係行政庁に対し、議会の意思をまとめて提出する文書のこと。

▽意見書▽　12月定例会で次の１件の意見書が可決されました。

地方税財源の充実確保を求める意見書
　地方公共団体は、人口減少や少子高齢化の急速な進行により、地域の担い手や技術職等の専門人材が不足する中、行
政サービスを安定的に提供するとともに、地域の実情に応じて創意工夫を凝らしながら、活力ある持続可能な地域社会
を実現する必要がある。
　一方で、地方財政は人件費の上昇や物価高などによる歳出増の要因が拡大し、これまでのように人件費や投資的経費
等の削減により、社会保障関係費の増大を吸収するという構造から大きく変化している。
　さらに、米国の関税措置が地方財政に及ぼす影響も見通せない状況が続いている。
　このような状況の変化に的確に対応し、今後も地方公共団体が少子化対策やＤＸ・ＧＸの推進、地域経済の活性化、
防災・減災対策の強化や老朽化するインフラ整備等の取組を着実に推進することができるよう、地方税財源の充実確保
を図る必要がある。
　よって、政府におかれては、地方公共団体が増大する役割を果たし、住民に十分な行政サービスを提供できるよう、
下記の事項について特段の措置を講じるよう強く要望する。

記
１　�地方が責任を持って、地域の実情に沿ったきめ細かな行政サービスを十分担えるよう、地方財政計画については、

人件費増や物価高への対応など、今後も増大する地方の財政需要を適切に反映するとともに、安定的な財政運営に
必要な地方一般財源総額を増額確保すること。

２　�いわゆる年収の壁のさらなる見直しや、ガソリンの暫定税率の廃止については、地方財政への影響を十分考慮し、
地方の減収に対しては代替となる恒久財源を確実に措置すること。

３　�地方交付税については、引き続き財源保障機能と財源調整機能の両機能が適切に発揮できるよう、その総額を確保
すること。臨時財政対策債については、新規発行額ゼロを継続するとともに、償還財源を確実に確保すること。さ
らに、中長期的な視点で、臨時財政対策債等の特例措置に依存しない持続可能な制度を確立すること。

４　�地方が担っている役割と責任に見合うよう、地方税の一層の充実を図るとともに、税源の偏在性が小さく税収の安
定性を備えた地方税体系を構築すること。

５　�国が全国一律で行う子ども・子育て政策の強化に伴い生ずる地方負担の財源については、国の責任において確実に
確保すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　令和７年12月23日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米　子　市　議　会
内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣　様



　３つの常任委員会が所管に関する行政課題や事例の調査・ 研究のた
め、先進地への行政視察を実施しました。詳細は市議会ホームページ
に掲載する報告書をご覧ください。

委員会で行政視察を行いました委員会で行政視察を行いました
【市議会HP】

総務政策委員会
期間：令和７年11月５日～７日

●広島県呉市
「次世代モビリティ導入に向けた
交通社会実験」事業

●山口県宇部市
　まちなかウォーカブル推進事業

●岡山県倉敷市
　都市再生整備計画

民生教育委員会
期間：令和７年11月10日～12日

●福岡県飯塚市
　小中一貫教育
●福岡県みやま市
　生ごみ資源循環の取組（紙オムツ
　のリサイクルの取組を含む）
●福岡県筑後市
　リユース（再使用）の取組
●福岡県宗像市
　①病児保育のお迎えサービス
　②子どもの自立サポートセンター

都市経済委員会
期間：令和７年11月４日～６日

●愛媛県四国中央市
　官民連携による空き家対策

●愛媛県大洲市
　官民連携による歴史的資源を活
　用した観光まちづくり

●広島県福山市
　AI を活用した市道点検・補修

2026年3月　よなご市議会だより【84号】印刷／有限会社米子プリント社 22

米子市議会事務局　〒683-8686 米子市加茂町一丁目１番地
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